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On the Jin’gang ding yujia zhong lüechu niansong jing in Six Scrolls

Tomabechi Sei’ichi

The Jin’gang ding yujia zhong lüechu niansong jing金剛頂瑜伽中略出念誦經 in four scrolls

四巻 translated by Vajrabodhi金剛智 is a ritual manual attached to the Sarvatathāgatatatt-

vasam
̇

graha 初會金剛頂經. It represents the earliest translation into Chinese of a text

belonging to the Jin’gang ding jing 金剛頂經 corpus. It was first introduced to Japan by

Kūkai 空海.

Apart from this, we also have a six-scroll version of the Jin’gangding yujia zhong

lüechu niansong jing brought to Japan by En’nin 圓仁, but it did not attain a wide

circulation. In recent years, a manuscript of the text has been discovered and later

published. This version is quite different from Vajrabodhi’s four-scroll translation. The

differences actually suggest that the text may have been translated from another source

rather than being an edited augmented version produced in China on the base of the four-

volume version.

The picture is complicated by the fact that a six-scroll version of the text belonging

to a different lineage was discovered at the Tō-ji 東寺 and Ishiyama-dera 石山寺. The

Ishiyama-dera manuscript appears to be a modified version which collates both the six-

scroll version and Vajrabodhi’s four-scroll translation.

Another textual witness is the Jingang ding jing yi jue 金剛頂經義訣, brought to

Japan by Kūkai, a text which is considered an exegetical work dedicated to the

Jin’gangding yujia zhong lüechu niansong jing. Unfortunately, only the first scroll of this

text is extant, but judging from its citations from the mūla-scripture, it appears to be a

commentary on the six-scroll version. However, rather than matching En’nin’s text it

corresponds to the Ishiyama-dera version. This suggests the possibility that the editorial

work done on the Ishiyama-dera version was carried out in parallel with the exegetical

efforts which resulted in the Jingang ding jing yi jue.
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は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
中
国
・
陝
西
師
範
大
学
宗
教
研
究
中
心
に
よ
り
︑
同
呂
建
福
教
授
を
主
幹
と

し
て
四
度
に
わ
た
り
中
國
密
教
國
際
學
術
検
討
會
が
開
催
さ
れ
て
き
た
︒
筆
者
は
二
〇
一

三
年
の
第
二
回
検
討
會
︑
二
〇
一
六
年
の
第
三
回
検
討
會
︑
二
〇
一
九
年
の
第
四
回
検
討

會
と
三
回
に
わ
た
っ
て
参
加
し
︑
第
二
回
検
討
會
で
は
﹁
密
教
経
典
の
日
本
伝
来
と
成
立

袞
金
剛
智
訳
と
さ
れ
る
経
典
を
め
ぐ
っ
て
袞
﹂
を
発
表
し
︑
陝
西
師
範
大
学
宗
教
研
究
集

刊
之
一
﹃
密
教
研
究
﹄
第
三
輯
﹁
密
教
文
献
整
理
与
研
究
﹂
︵
中
国
社
会
科
学
出
版
社
︑
二

〇
一
四
年
一
二
月
︶
に
︑
第
三
回
検
討
會
の
発
表
﹁
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
と
﹃
金
剛

頂
経
義
訣
﹄﹂
は
同
第
六
輯
﹁
中
期
密
教
注
疏
与
曼
荼
羅
研
究
﹂
︵
中
国
社
会
科
学
出
版
社
︑

二
〇
一
九
年
八
月
︶
に
︑
共
に
趙
新
玲
女
史
に
よ
る
中
国
語
訳
が
掲
載
さ
れ
た
が
︑
日
本

語
原
稿
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
第
四
回
検
討
會
の
発
表
﹁
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦

法
﹄
に
つ
い
て
袞
百
八
名
讚
を
中
心
に
袞
﹂
は
︑
原
稿
を
提
出
し
て
い
る
が
︑
ま
だ
そ
の

刊
行
を
聞
い
て
い
な
い
︒
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
︑
や
は
り
同
女
史
に
よ
る
中

国
語
訳
の
み
で
︑
日
本
語
原
稿
の
掲
載
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
︒
本
稿
は
﹃
略
出
念
誦

法
﹄
に
関
わ
る
第
三
・
四
回
検
討
會
に
発
表
し
た
日
本
語
原
稿
を
一
本
に
ま
と
め
︑
そ
の

後
の
知
見
を
加
え
て
新
た
に
稿
を
改
め
た
も
の
で
あ
り
︑
前
稿
に
提
示
し
た
推
論
を
修
正

し
た
︒
ま
た
夫
々
の
原
稿
に
﹁
資
料
編
﹂
と
し
て
掲
載
し
た
金
剛
智
訳
四
巻
本
﹃
略
出
念

誦
経
』・
円
仁
将
来
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
』・
東
寺
観
智
院
所
蔵
本
・
石
山
寺
所
蔵
本
・

『金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
本
文
対
照
は
︑
紙
数
の
関
係
か
ら
省
略
し
︑
必
要
に
応
じ
て
本
文

中
に
指
摘
す
る
に
止
め
た
︒

一

六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
発
見
と
校
訂
出
版

金
剛
智
三
蔵
︵
六
七
一
～
七
四
一
︶
訳
の
﹃
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
﹄
︵﹃
略
出
念
誦

経
﹄︶
四
巻
は
初
会
﹃
金
剛
頂
経
﹄
の
儀
軌
の
一
つ
で
あ
る
が
︑
本
格
的
な
﹃
金
剛
頂
経
﹄

系
文
献
の
訳
出
と
し
て
は
中
国
で
最
初
の
も
の
で
あ
る
︒﹃
略
出
念
誦
経
﹄
は
﹃
開
元
録
﹄

に
入
蔵
し
て
お
り
︑
金
剛
智
の
訳
出
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
︒
一
方
で
﹃
金
剛
頂
経

大
瑜
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
﹄
︵﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄︶
は
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
の
註
釈
と
さ
れ
︑

﹃
密
教
大
辞
典
﹄
に
は
金
剛
智
の
口
決
を
弟
子
で
あ
る
不
空
三
蔵
︵
七
〇
五
～
七
七
四
︶
が

筆
記
し
た
と
も
さ
れ
る
が
︑
上
巻
の
み
し
か
現
存
し
な
い
︒
ま
た
そ
の
注
釈
は
金
剛
智
訳
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に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
︑
弟
子
の
不
空
に
よ
る
同
本
異
訳
の
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
経
﹄

に
対
す
る
も
の
と
さ
れ
る
︒
し
か
し
不
空
の
訳
経
事
業
は
師
金
剛
智
の
入
滅
以
降
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
り
︑
不
空
訳
に
対
し
て
金
剛
智
が
註
釈
を
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
︒
或
い

は
不
空
の
作
と
も
さ
れ
﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
﹄
や
﹃
大
正
蔵
経
目
録
﹄
で
は
不
空
撰
述
と

す
る
︒
一
方
で
不
空
訳
と
さ
れ
る
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
は
慈
覚
大
師
円
仁
︵
七
九
四

～
八
六
四
)
・
安
祥
寺
僧
都
恵
運
︵
七
九
八
～
八
六
九
)
・
禅
林
寺
僧
正
宗
叡
︵
八
〇
九
～
八
八

四
︶
等
に
よ
っ
て
日
本
へ
将
来
さ
れ
︑
円
仁
の
著
作
で
あ
る
﹃
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
﹄
の

中
に
﹁
別
本
﹂
と
称
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
円
仁
等
将
来
の
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
は
長
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
が
︑
昭
和
五
十
七
年
︵
一
九
八
二
︶
に
清
田
寂
雲
氏
に
よ
り
滋
賀
県
津
市
・
西
来
寺

所
蔵
写
本
が
発
見
・
紹
介
さ
れ(�
)

︑
ま
た
同
時
に
三
崎
良
周
氏
に
も
取
り
上
げ
ら
れ(�
)

︑
後
に

﹃
続
天
台
宗
全
書
﹄
中
に
翻
刻
・
収
載
さ
れ
た(	
)

︒
一
方
そ
の
間
に
新
潟
・
乙
宝
寺
に
伝
来

し
た
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
︑
遠
藤
祐
純
氏
と
筆
者
と
の
共

著
と
し
て
金
剛
智
訳
四
巻
本
と
の
対
照
研
究
を
報
告
し
た(

)
︒
こ
れ
を
受
け
て
遠
藤
先
生
を

指
導
教
授
と
し
︑
筆
者
を
研
究
代
表
と
す
る
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
金
剛
頂
経
研
究

会
を
発
足
さ
せ
︑
更
に
多
く
の
写
本
を
調
査
・
発
見
し
︑
校
訂
・
訳
注
作
業
を
続
け
︑
平

成
十
一
年
︵
一
九
九
九
︶
に
﹃
続
天
台
宗
全
書
﹄
版
を
含
め
た
既
知
の
全
伝
本
を
校
訂
し

た
本
文
と
訳
注
を
合
わ
せ
て
出
版
し
た(�
)

︒
ま
た
こ
の
調
査
の
過
程
で
円
仁
将
来
本
︵
円
仁

本
︶
と
は
異
な
る
六
巻
本
の
異
本
が
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
中
よ
り
発
見
さ
れ
︵
東
寺

本
︶
︑
更
に
は
石
山
寺
聖
教
中
か
ら
は
︑
本
文
が
六
巻
本
と
類
似
す
る
四
巻
に
調
巻
さ
れ

た
別
本
︵
石
山
本
︶
が
発
見
さ
れ
︑
や
は
り
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
金
剛
頂
経
研
究

会
に
よ
り
翻
刻
が
出
版
さ
れ
た(�
)
︒
筆
者
は
東
寺
本
・
石
山
本
発
見
時
の
調
査
に
は
参
加
し

て
い
た
が
︑
円
仁
本
の
出
版
後
︑
種
智
院
大
学
へ
移
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
東
寺
本
・
石
山

本
の
翻
刻
・
出
版
の
時
点
で
は
同
研
究
会
を
離
れ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
そ
の
成
果
は
残

っ
た
メ
ン
バ
ー
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
︒

た
だ
し
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
も
︑
そ
の
註
釈
と
さ
れ
る
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
も
︑

経
録
類
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
︒
ま
た
大
村
西
崖
氏
は
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
は
不
空
の

撰
述
と
伝
え
る
が
︑
巻
首
に
名
前
が
無
く
︑
筆
も
不
空
の
も
の
に
似
な
い
︑
と
し
て
偽
撰

文
献
と
す
る(

)

︒
と
こ
ろ
で
円
仁
本
と
別
本
の
東
寺
本
︑
石
山
本
は
︑
こ
れ
ま
で
写
本
に
よ

っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
︑
共
に
題
名
が
﹁
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
﹂
と
さ
れ
︑

末
尾
が
﹁
経
﹂
で
は
な
く
﹁
法
﹂
と
さ
れ
る
︒
も
っ
と
も
金
剛
智
訳
四
巻
本
も
﹃
開
元

録
﹄
で
は
﹁
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
﹂
と
さ
れ
︑
元
来
の
題
名
が
﹁
～
法
﹂
で
あ
っ

た
可
能
性
は
あ
ろ
う
︒
と
も
か
く
石
山
本
を
含
め
て
六
巻
本
系
統
の
諸
本
は
皆
﹁
～
法
﹂

で
あ
る
の
で
︑
本
稿
で
は
こ
れ
以
降
﹁
～
法
﹂
を
六
巻
本
系
統
の
名
称
と
し
て
使
用
す
る
︒

二

六
巻
本
の
諸
本

六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
は
円
仁
・
恵
運
・
宗
叡
に
よ
っ
て
日
本
へ
将
来
さ
れ
て
い
る
︒

円
仁
の
将
来
に
つ
い
て
は
﹃
録
外
経
等
目
録
﹄﹁
円
仁
録
外
﹂
の
中
に
﹁
金
剛
頂
瑜
伽
中

略
出
念
誦
經
一
部
六
卷(�
)

﹂
と
あ
り
︑
恵
運
の
﹃
恵
運
律
師
書
目
録
﹄
に
は
﹁
佛
説
金
剛
頂

瑜
伽
中
略
出
念
誦
經
一
部
六
卷(�
)

﹂
と
見
ら
れ
る
︒
但
し
恵
運
は
四
巻
本
を
将
来
し
て
い
な

い
︒
ま
た
宗
叡
の
﹃
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
﹄
に
は
﹁
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
經
一

部
六
卷
不
空
三
藏
譯(10
)

﹂
と
あ
り
︑
ま
た
四
巻
本
も
著
録
す
る
︒
な
お
こ
の
六
巻
本
﹃
略
出

念
誦
法
﹄
を
不
空
訳
と
す
る
の
は
宗
叡
の
目
録
の
み
で
あ
る
︒
一
方
で
五
大
院
安
然
︵
八

四
一
～
八
八
九
～
︶
の
﹃
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
︵
八
家
秘
録
︶
﹄
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る(11
)

︒
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金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
六
巻

金
剛
智
︵
仁
録
外
︶

仏
説
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
一
部
六
巻
︵
運
与
前
本
少
異
也
︶

金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
四
巻

金
剛
智
︵
海
珍
治
六
為
四
頗
有
加
減
︶

金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
四
巻
︵
叡
与
前
少
異
也
︶

金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
四
巻
︵
亦
云
経
貞
元
録
梵
釈
寺
円
覚
寺
欠
注
私
云
上
三
同
経

已
上
六
四
両
経
治
定
也
治
六
為
四
互
有
加
減
︶

こ
れ
か
ら
す
る
と
安
然
は
四
巻
本
も
六
巻
本
も
︑
共
に
金
剛
智
の
訳
出
と
考
え
て
い
た

よ
う
で
あ
り
︑
調
巻
の
相
違
は
治
定
に
よ
る
も
の
で
︑
初
め
六
巻
で
あ
っ
た
も
の
を
治
定

し
て
四
巻
に
し
た
も
の
と
す
る
︒
し
か
し
﹃
開
元
釈
教
録
﹄
に
は
﹁
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出

念
誦
法
四
卷
︵
亦
云
經
︶
大
唐
南
天
竺
三
藏
金
剛
智
譯(12
)

﹂
と
あ
り
︑﹃
貞
元
新
定
釈
経
目

録
﹄
で
も
同
様
で
あ
る
︒
従
っ
て
安
然
の
推
理
す
る
金
剛
智
訳
本
が
六
巻
本
を
四
巻
に
直

し
た
と
い
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
が
︑
こ
れ
に
対
し
て
杲
宝
︵
一
三
〇
三
～
一
三
六
二
︶
の

﹃
宝
册
抄
﹄
に
は
︑
逆
に
四
巻
本
を
治
定
し
て
六
巻
に
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る(13
)
︒
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
に
遠
藤
祐
純
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い(14
)
︒
た
だ
し
金
剛
智
訳
四
巻
本
と
不
空
訳
と
さ
れ
る
六
巻
本
で
は
︑
そ
の
本
文
が
か
な
り

相
違
し
て
お
り
︑
単
な
る
﹁
治
定
﹂
と
は
言
え
な
い
︒
六
巻
本
を
不
空
訳
と
す
る
の
は
宗

叡
の
目
録
だ
け
で
あ
り
︑
円
仁
・
恵
運
の
目
録
に
は
記
載
が
無
い
︒﹃
八
家
秘
録
﹄
で
は

共
に
金
剛
智
訳
と
し
て
お
り
︑
金
剛
智
訳
に
六
巻
本
と
四
巻
本
が
あ
っ
た
と
す
る
︒
安
然

は
円
仁
に
直
接
師
事
し
て
お
り
︑
今
の
問
題
に
つ
い
て
も
円
仁
の
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
円
仁
自
身
﹃
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
﹄
に
四
巻
本
を
﹁
旧
経
﹂
と
し
︑

六
巻
本
を
﹁
別
本
﹂
と
し
て
引
用
す
る
が
︑
そ
の
訳
者
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
な
い
︒
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
円
仁
も
ま
た
四
巻
本
・
六
巻
本
共
に
金
剛
智
の
訳
と
考
え
て
い

た
可
能
性
は
あ
ろ
う
︒

ま
た
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
註
釈
す
る
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
が
金
剛
智
訳
四
巻
本
で
は
無

く
︑
六
巻
本
系
統
で
あ
る
こ
と
は
︑
引
用
本
文
を
比
較
す
れ
ば
理
解
さ
れ
る
︒

こ
こ
で
円
仁
本
と
東
寺
本
・
石
山
本
と
の
相
違
で
あ
る
が
︑
東
寺
本
の
本
文
は
円
仁
本

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
も
の
の
︑
真
言
の
音
写
漢
字
に
相
違
が
見
ら
れ
︑
ま
た
各
々
に
梵

字
表
記
が
加
え
ら
れ
て
い
る
︒
音
写
文
字
の
相
違
で
最
も
目
に
付
く
の
は
V
a
jra
(金
剛
︶

を
金
剛
智
訳
・
円
仁
本
・
石
山
本
共
に
﹁
跋
折
羅
﹂
と
す
る
の
を
︑
東
寺
本
は
﹁
嚩
日

囉
﹂
と
す
る
点
で
あ
ろ
う
︒
他
の
相
違
も
見
ら
れ
る
が
︑
少
な
く
と
も

V
a
音
は
全
て

﹁
嚩
﹂
字
と
す
る
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
現
存
写
本
で
は
明
ら
か
な
誤
写
と
見
ら
れ
る
箇
所

が
あ
り
︑
ま
た
転
写
過
程
で
の
乱
丁
の
跡
も
見
ら
れ
る
︒
例
え
ば
第
九
品
の
次
に
第
十
九

品
が
挟
ま
り
︑
次
い
で
第
十
一
品
以
下
が
続
き
︑
第
十
八
品
の
次
に
第
十
品
が
来
る
︒
し

か
し
第
十
品
の
終
り
の
阿
閦
の
四
親
近
菩
薩
を
ま
と
め
た
一
文
は
第
十
九
品
の
終
り
に
存

在
し
︑
書
写
原
本
の
一
部
に
乱
丁
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
ま
た
他
に
も
写
本
に
お

け
る
一
・
二
行
分
の
前
後
錯
乱
や
明
ら
か
な
欠
落
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
︑
必
ず
し
も
善
本

と
は
言
え
な
い
が
︑
本
文
を
校
訂
す
る
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
︑
現
状
で
は
十
分
な

訂
正
が
で
き
な
い
︒

こ
れ
に
対
し
て
石
山
寺
所
蔵
の
四
巻
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
は
︑
そ
の
前
三
巻
が
円
仁
本
の

相
当
部
分
と
か
な
り
な
程
度
で
一
致
し
︑
ま
た
第
四
巻
が
金
剛
智
訳
の
第
四
巻
と
一
致
す

る
所
の
多
い
特
異
な
伝
本
で
あ
る
︒
四
巻
に
調
巻
さ
れ
て
い
る
が
︑
品
題
五
十
の
う
ち
の

最
初
の
第
一
～
五
ま
で
を
欠
い
て
い
る
︒
調
巻
の
位
置
を
金
剛
智
訳
四
巻
本
と
較
べ
る
と
︑

第
一
巻
の
切
り
方
は
第
十
五
品
の
一
品
分
だ
け
石
山
本
の
方
が
短
い
が
︑
第
二
・
三
巻
︑

第
三
・
四
巻
の
切
り
分
け
方
は
金
剛
智
訳
と
同
じ
位
置
に
合
せ
て
お
り
︑
そ
の
た
め
に
品

の
途
中
で
分
巻
さ
れ
る
と
い
う
不
自
然
な
調
巻
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
六
巻
本
﹃
略
出
念

誦
法
﹄
の
各
巻
の
尾
題
が
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
お
り
︑
巻
の
途
中
に
尾
題
が
存
在
す
る
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こ
と
に
な
る
︒
ま
た
第
四
巻
の
本
文
は
金
剛
智
訳
に
近
似
し
な
が
ら
六
巻
本
と
同
じ
品
題

が
該
当
箇
所
に
存
在
し
て
お
り
︑
注
意
さ
れ
る
︵
前
稿
で
は
第
四
巻
部
分
の
品
題
が
無
い
と

し
た
が
︑
見
落
と
し
で
あ
り
︑
実
際
に
は
存
在
す
る
の
で
訂
正
し
て
お
く
︶
︒

円
仁
本
に
比
べ
て
金
剛
智
訳
と
一
致
す
る
部
分
が
多
く
︑
真
言
の
大
半
は
金
剛
智
訳
に

同
じ
で
あ
る
︒
ま
た
円
仁
本
や
東
寺
本
が
﹁
真
言
﹂
の
語
を
全
て
﹁
陀
羅
尼
﹂
と
表
記
す

る
の
に
対
し
て
︑
石
山
本
は
金
剛
智
訳
と
同
じ
﹁
密
語
﹂
の
語
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
︒

﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
で
は
こ
れ
を
﹁
真
言
﹂
と
し
て
お
り
︑
原
語
が
﹁
m
a
n
tra﹂
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
が
無
い
︒
と
す
れ
ば
金
剛
智
訳
と
石
山
本
の
﹁
密
語
﹂
は
訳
語
と
し
て
正

し
い
が
︑
円
仁
本
や
東
寺
本
の
﹁
陀
羅
尼
﹂
は
間
違
っ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
翻
訳
原
典
の
異
な
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
︒

こ
れ
に
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
が
︑
六
巻
本
に
見
ら
れ
る
各
品
題
の
次
に
﹁
佛
言
﹂

﹁
爾
時
佛
言
～
﹂﹁
爾
時
世
尊
告
言
～
﹂
な
ど
の
句
が
付
加
さ
れ
る
点
で
あ
り
︑
六
巻
本
諸

本
共
通
の
特
徴
と
い
え
る
︒
た
だ
し
三
十
二
尊
の
出
生
段
で
は
金
剛
智
訳
四
巻
本
に
﹁
爾

時
世
尊
毘
盧
遮
那
復
入
～
菩
薩
﹂
と
あ
る
の
に
一
致
し
て
お
り
︑﹁
佛
言
﹂
な
ど
の
付
加

は
認
め
ら
れ
な
い
︒
ま
た
石
山
本
の
第
四
巻
は
六
巻
本
と
同
じ
品
題
が
見
ら
れ
る
も
の
の
︑

本
文
は
金
剛
智
訳
と
一
致
し
て
い
る
た
め
﹁
爾
時
世
尊
告
言
～
﹂
の
文
が
見
ら
れ
な
い
︒

ま
た
遠
藤
祐
純
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
︑
円
仁
本
で
は
﹁
三
摩
耶
﹂
を

﹁
三
摩
地
﹂
と
表
記
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
︒
金
剛
智
訳
の
﹁
三
摩
耶
所
生
﹂
や
﹁
三
摩

耶
智
﹂﹁
三
摩
耶
契
﹂
が
︑
円
仁
本
・
東
寺
本
で
﹁
三
摩
地
所
生
﹂
や
﹁
三
摩
地
智
﹂﹁
三

摩
地
契
﹂
な
ど
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
︒
一
部
に
は
円
仁
本
・
東
寺
本
も
﹁
三
摩

耶
﹂﹁
三
昧
耶
﹂
と
す
る
所
が
あ
る
が
︑
十
六
大
菩
薩
出
生
段
以
降
は
﹁
三
摩
地
﹂
と
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
し
か
し
石
山
本
で
は
﹁
三
摩
耶
所
生
﹂﹁
三
摩
耶
智
﹂
と
な
っ
て

お
り
︑
金
剛
智
訳
に
一
致
し
て
い
る
︒
ま
た
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
所
引
の
経
本
文
で
は

﹁
三
昧
耶
﹂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
︒

ま
た
金
剛
智
訳
の
十
六
大
菩
薩
出
生
段
で
﹁
平
等
性
智
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
が
円
仁
本
・

東
寺
本
で
は
﹁
大
円
鏡
智
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
遠
藤
祐
純
氏
は
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
』・
円

仁
撰
﹃
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
』・
六
巻
本
︵
円
仁
本
)
・
四
巻
本
・
三
巻
教
王
経
︵
初
会

﹃
金
剛
頂
経
﹄︶
を
対
比
し
て
︑
円
仁
本
と
﹃
金
剛
頂
大
教
王
経
疏
﹄
で
金
剛
薩
埵
が
大
円

鏡
智
︑
金
剛
宝
は
平
等
性
智
︑
金
剛
法
が
妙
観
察
智
︑
金
剛
業
が
成
所
作
智
と
な
っ
て
お

り
︑
四
智
に
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
が
石
山
本
で
は
金
剛
智

訳
・
三
巻
﹃
教
王
経
﹄
と
同
様
に
﹁
平
等
性
智
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄

に
は
金
剛
薩
埵
出
生
段
し
か
無
い
が
︑
こ
れ
と
も
一
致
す
る
︒

こ
の
よ
う
に
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
系
統
の
諸
本
の
中
で
︑
石
山
本
は
金
剛
智
訳
に

近
い
部
分
が
多
く
︑
ま
た
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
と
も
一
致
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
︒
こ
の
こ
と
は
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
註
釈
し
て
い
る
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
が
石
山
本
系

統
の
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
︒

三

『金
剛
頂
経
義
訣
﹄

と
こ
ろ
で
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
は
正
し
く
は
﹁
金
剛
頂
経
大
瑜
伽
秘
密
心
地
法
門
義

訣
﹂
と
い
う
︒
経
録
類
に
記
載
が
無
く
︑
空
海
の
﹃
御
請
来
目
録(15
)

﹄
に
初
め
て
そ
の
名
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
作
者
名
は
示
さ
れ
な
い
︒﹃
三
十
帖
策
子
﹄
中
に
も
収
録
さ
れ

る
が
︑
や
は
り
作
者
名
は
見
ら
れ
な
い
︒
空
海
の
﹃
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
﹄
に
は
﹃
金

剛
頂
経
義
訣
﹄
に
説
か
れ
る
南
天
鉄
塔
説
を
金
剛
智
三
藏
の
口
決
で
あ
っ
て
経
論
の
文
証

が
無
い
と
す
る
溺
派
子
の
批
判
を
引
い
て
︑
伝
法
の
聖
者
の
言
葉
を
信
じ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
す
る(16
)

︒
た
だ
こ
の
﹁
溺
派
子
﹂
に
比
定
さ
れ
る
徳
一
︵
～
八
一
四
～
︶
の
﹃
真
言
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宗
未
決
文
﹄﹁
第
十
一
鉄
塔
疑
﹂
で
は
﹁
真
言
宗
徒
の
伝
え
て
云
く
﹂
と
し
て
伝
聞
に
よ

る
疑
問
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
そ
の
も
の
は
見
て
い
な
い
よ
う

で
も
あ
る(17
)

︒
即
ち
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
を
金
剛
智
の
口
説
と
す
る
の
は
空
海
の
理
解
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
︒﹃
密
教
大
辞
典
﹄
な
ど
で
金
剛
智
口
説
・
不
空
記
と
す
る
根
拠
は

こ
の
空
海
の
理
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

一
方
で
安
然
の
﹃
八
家
秘
録
﹄
に
は

金
剛
頂
経
大
瑜
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
一
巻
︵
智
蔵
︒
仁
海
云
金
剛
頂
瑜
伽
秘
密
心
地

法
門
義
訣
一
巻(18
)
︶

と
見
ら
れ
る
︒
ま
た
谷
阿
闍
梨
皇
慶
︵
九
七
七
～
一
〇
四
九
︶
口
・
大
原
僧
都
長
宴
︵
一
〇

一
六
～
一
〇
八
一
︶
記
﹃
四
十
帖
決
﹄
に
は
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
作
者
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
記
事
を
残
し
て
い
る(19
)

︒

義
決

十
五

長
久
四
年
九
月
三
十
日
説

義
決
不
空
製
也
︒
智
藏
者
即
是
也
︒
云
云
︒

永
承
三
年
壬
正
月

義
決
者
是
智
藏
三
蔵
所
製
也
︒
或
一
本
注
︒
一
行
阿

闍
利
記
者
大
誤
︒
又
義
決
釈
経
六
巻
本
也
︒
所
帖
文
︑
全
同
也
︒
云
云

こ
の
よ
う
に
天
台
宗
で
は
作
者
を
不
空
︵
智
蔵
︶
と
す
る
伝
承
が
伝
え
ら
れ
る
が
︑
安

然
が
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑
円
仁
の
伝
で
あ
ろ
う
か
︒
と
も
か
く
既
に
空
海
が
日

本
へ
将
来
し
て
い
る
こ
と
は
︑
恵
果
︵
七
四
六
～
八
〇
五
︶
の
時
代
に
は
唐
の
仏
教
界
に

存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
時
点
で
金
剛
智
口
・
不
空
記
と
い
う
伝
承
の
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒

『金
剛
頂
経
義
訣
﹄
に
は
四
巻
本
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
の
翻
訳
に
関
わ
る
状
況
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
る
︒

此
略
本
至
此
土
者
於
開
元
之
初
金
剛
菩
提
三
藏
阿
闍
梨
云
︒
我
從
西
國
發
來
度
於

南
海
其
有
大
船
三
十
餘
隻
︵
中
略
︶
漸
漸
發
來
得
至
此
岸
來
到
此
國
︒
於
開
元
七
年

中
至
於
西
京
︒
一
行
禪
師
求
我
灌
頂
︒
聞
有
此
異
希
有
法
門
乃
令
伊
舍
羅
譯
爲
漢
文
︒

一
行
等
乃
親
自
筆
受
︒
一
依
梵
本
次
第
而
述
其
意
不
失
句
義
未
圓
︒
此
以
竊
觀
諸
修

行
者
縱
有
尋
讀
莫
知
所
從
︒
又
淺
智
愚
識
亦
爲
難
入
︒
今
以
此
承
旨
授
頗
得
其
趣
︒

祕
密
之
旨
略
在
文
言
屬
︒
法
流
行
強
開
方
便(20
)

︒

こ
れ
は
金
剛
智
の
話
し
た
言
葉
を
記
し
た
も
の
で
︑
必
ず
し
も
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の

全
体
を
金
剛
智
の
口
説
と
す
る
も
の
で
は
な
い
︒
こ
れ
に
対
し
て
﹃
開
元
録
﹄
に
は

沙
門
跋
日
羅
菩
提
︒
唐
云
金
剛
智
︵
中
略
︶
聞
大
支
那
仏
法
崇
盛
︒
遂
汎
舶
東
遊

達
於
海
隅
︒
開
元
八
年
中
方
届
京
邑
︒
於
是
広
弘
秘
教
建
曼
荼
羅
︒
依
法
作
成
皆
感

霊
瑞
︒
沙
門
一
行
欽
斯
秘
法
数
就
諮
詢
︒
智
一
一
指
陳
復
為
立
壇
灌
頂
︒
一
行
敬
受

斯
法
請
訳
流
通
︒
以
十
一
年
癸
亥
︒
於
資
聖
寺
為
訳
瑜
伽
念
誦
法
及
七
俱
胝
陀
羅
尼
︒

東
印
度
婆
羅
門
大
首
領
直
中
書
伊
舎
羅
訳
語
︒
嵩
岳
沙
門
温
古
筆
受
︒
至
十
八
年
庚

午
︒
於
大
薦
福
寺
出
曼
殊
室
利
五
字
心
及
観
自
在
瑜
伽
要
︒
沙
門
智
蔵
訳
語
︒
又
於

旧
随
求
中
更
続
新
□
︒
智
執
総
持
契
所
至
皆
験
︒
秘
教
流
伝
寔
斯
人
矣(21
)
︒

と
あ
る
︒
こ
れ
は
金
剛
智
の
事
跡
・
伝
記
で
あ
る
が
︑
一
行
の
求
め
に
応
じ
て
灌
頂
壇
を

建
て
︵
灌
頂
を
授
け
︶
︑
一
行
の
経
典
翻
訳
の
要
請
に
よ
っ
て
︑
東
イ
ン
ド
の
婆
羅
門
伊
舎

羅
を
訳
語
と
し
︑
嵩
岳
沙
門
温
古
を
筆
受
と
し
て
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
と
﹃
七
俱
胝
陀
羅

尼
﹄
を
訳
し
て
い
る
︒
後
に
不
空
が
訳
語
と
な
っ
て
﹃
曼
殊
室
利
五
字
心
﹄
と
﹃
観
自
在

瑜
伽
要
﹄
の
翻
訳
を
し
て
い
る
が
︑
温
古
は
一
行
没
後
に
﹃
大
日
経
疏
﹄
を
再
治
し
て

﹃
大
日
経
義
釈
﹄
と
し
た
僧
の
一
人
で
あ
る
︒
従
っ
て
こ
の
間
の
金
剛
智
と
一
行
と
の
状

況
に
つ
い
て
︑
よ
り
以
前
に
金
剛
智
の
弟
子
と
な
っ
て
い
た
不
空
が
よ
く
知
っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
が
な
い
︒
金
剛
智
の
入
京
時
期
が
一
年
異
な
っ
て
い
る
が
︑
大
き
な
問
題
で

は
無
い
で
あ
ろ
う
し
︑﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
伝
え
る
金
剛
智
の
具
体
的
な
話
に
つ
い
て
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疑
う
べ
き
所
は
な
い
︒
こ
れ
を
記
録
す
る
こ
と
は
︑
金
剛
智
に
近
い
人
物
の
作
と
し
て
良

い
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
こ
の
金
剛
菩
提
三
蔵
阿
闍
梨
の
言
葉
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
︑

金
剛
智
の
口
説
と
す
べ
き
理
由
は
無
い
︒
南
天
鉄
塔
相
承
説
に
つ
い
て
も
︑
内
容
は
竜
樹

に
よ
る
竜
宮
か
ら
の
﹃
華
厳
経
﹄
大
本
求
得
の
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
︑
文
脈
上
か
ら
は
不
空
が
南
天
竺
へ
求
法
し
た
折
り
に
伝
え
聞
い
た
伝
承
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

確
か
に
恵
果
は
不
空
最
晩
年
の
弟
子
で
あ
り
︑
空
海
は
恵
果
最
晩
年
の
灌
頂
弟
子
で
あ

る
︒
空
海
の
入
唐
は
不
空
没
後
三
十
年
を
経
て
い
る
︒
そ
の
間
に
不
空
に
仮
託
さ
れ
た
文

献
の
偽
作
さ
れ
た
可
能
性
が
無
い
と
は
言
え
な
い
︒
し
か
し
不
空
の
直
弟
子
で
あ
る
恵
果

の
下
で
空
海
の
入
手
し
た
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
は
︑
不
空
自
身
で
は
な
い
ま
で
も
︑
不
空

に
極
め
て
近
い
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒

現
存
す
る
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
上
巻(22
)

の
注
釈
は
︑
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
第
二
巻
初

頭
に
あ
る
阿
閦
如
来
の
四
親
近
菩
薩
出
生
段
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
︒
し
か
し
そ
の
所
釈

部
分
の
経
本
文
だ
け
で
は
無
く
︑
そ
れ
よ
り
以
降
の
経
本
文
を
も
引
用
し
て
お
り
︑
そ
れ

も
六
巻
本
に
一
致
し
て
い
る
︒

例
せ
ば
︑
六
巻
本
の
﹁
啓
請
四
方
如
來
求
授
灌
頂
以
身
奉
施
歸
命
品
﹂
第
四
の

佛
言
凡
誦
降
伏
陀
羅
尼
︵
中
略
︶
於
諸
部
中
若
不
能
結
如
來
坐
跏
趺
坐
任
結
如
來
坐

跏
全
坐
結
或
大
菩
薩
坐
跏
半
坐
結
隨
意
作
之
︒
行
者
欲
自
求
清
淨
及
欲
淨
除
一
切
衆

生
煩
惱
垢
者
應
當
誦
陀
羅
尼
曰
︵
中
略
︶
論
曰
以
一
切
法
自
性
清
淨
故
我
亦
自
性
清

淨
︒
復
應
思
惟
是
諸
衆
生
無
始
已
來
流
轉
生
死
皆
由
黒
闇
所
覆
慳
貪
垢
重
我
令
爲
除

彼
等
煩
惱
皆
令
成
就
世
間
出
世
間
諸
悉
地
智
作
是
念
已
誦
陀
羅
尼
曰

に
対
す
る
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
注
釈
は

於
前
自
利
門
中
復
分
爲
三
︒
第
一
從
初
乃
至
或
大
菩
薩
坐
結
加
已
乃
至
隨
意
作
之
等
︒

總
是
三
業
四
儀
淨
除
業
障
法
︒
第
二
從
行
者
欲
自
清
淨
下
乃
至
復
自
思
惟
所
持
祕
密

明
至
已
來
︒
總
是
入
智
三
摩
地
門
諸
佛
境
界
實
相
智
印
法
︒
第
三
從
復
自
思
惟
下
乃

至
修
習
瑜
伽
已
來
︒
總
是
融
愚
入
智
成
等
正
覺
住
大
菩
提
法

と
な
っ
て
お
り
︑
こ
の
中
の
傍
線
部
は
六
巻
本
第
三
巻
の
﹁
鉤
索
鎖
鈴
攝
入
四
大
護
金
剛

品
﹂
第
二
十
六
に
お
け
る
﹁
如
上
次
第
盡
是
諸
部
眷
屬
壇
場
主
及
金
剛
薩
埵
等
爲
首
應
各

思
惟
諸
菩
薩
三
摩
地
乃
至
形
状
服
飾
所
執
記
契
一
一
分
明
已
復
自
思
惟
所
持
陀
羅
尼
主
菩

薩
威
儀
色
相
﹂
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒

即
ち
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
上
巻
の
成
立
時
に
は
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
全
体
が
先

に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒
ま
た
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
所
釈
の
六
巻
本

﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
本
文
は
︑
先
に
指
摘
し
た
﹁
密
語
﹂﹁
真
言
﹂
と
六
巻
本
の
﹁
陀
羅

尼
﹂︑﹁
三
摩
耶
﹂
と
﹁
三
摩
地
﹂︑﹁
平
等
性
智
﹂
と
﹁
大
円
鏡
智
﹂
の
問
題
な
ど
︑
金
剛

智
訳
と
円
仁
本
・
東
寺
本
と
の
相
違
に
対
し
て
︑
石
山
本
が
金
剛
智
訳
に
一
致
し
︑﹃
金

剛
頂
経
義
訣
﹄
の
訳
語
・
音
写
が
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
︒
即
ち
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
所

釈
の
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
は
︑
円
仁
本
よ
り
も
以
上
に
︑
石
山
本
に
一
致
し
て
い
る
︒
も
っ

と
も
円
仁
本
は
六
巻
全
体
が
訳
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
対
し
て
石
山
本
は
円
仁
本
の
本
文

の
一
部
を
金
剛
智
訳
に
入
れ
替
え
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
石
山
本
の
第
四
巻
の
本

文
が
金
剛
智
訳
の
第
四
巻
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
︑
先
に
円
仁
本
︵
六
巻
本
︶
の
全
体
が

訳
出
さ
れ
︑
そ
れ
と
金
剛
智
訳
を
校
合
し
︑
一
部
の
本
文
を
入
れ
替
え
な
が
ら
石
山
本
が

作
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
方
が
︑
妥
当
性
が
高
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
︒
或
い
は
全
て

に
共
通
し
た
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
祖
本
が
成
立
し
︑
こ
れ
を
改
変
し
て
円
仁
本
と

東
寺
本
が
成
立
し
︑
ま
た
同
じ
祖
本
を
金
剛
智
訳
と
校
合
し
な
が
ら
修
正
し
た
も
の
が
石

山
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
︒
ま
た
逆
に
金
剛
智
訳
の
本
文
を
六
巻
本
の
本

文
へ
変
更
す
る
途
中
の
段
階
が
石
山
本
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
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︵
こ
の
途
中
段
階
説
は
︑
後
に
述
べ
る
よ
う
に
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
︶
︒
し
か
し
必
ず
し
も

確
定
的
な
も
の
で
は
な
く
︑
他
の
可
能
性
も
考
え
う
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
︒

四

六
巻
本
の
百
八
名
讚

次
に
六
巻
本
で
あ
る
円
仁
本
と
東
寺
本
︑
石
山
本
︑
そ
し
て
金
剛
智
訳(23
)

の
百
八
名
讚
本

文
を
比
較
し
て
見
て
み
た
い
︒
ま
た
合
わ
せ
て
不
空
訳
三
巻
本
﹃
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実

摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
﹄
︵
初
会
の
金
剛
頂
経
の
漢
訳
︶
の
百
八
名
讚(24
)

も
参
考
に
し
た
い
︒

こ
こ
で
六
巻
本
の
百
八
名
讚
は
﹁
讃
誦
一
百
八
金
剛
菩
薩
異
名
品
第
三
十
三
﹂
に
説
か

れ
る
が
︑
金
剛
智
訳
と
比
較
し
て
分
量
が
二
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
そ
の
増
広
分

は
十
六
大
菩
薩
出
生
段
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
︒
ま
た

石
山
本
は
︑
百
八
名
讚
に
つ
い
て
は
金
剛
智
訳
に
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
が
︑
し
か
し
そ

の
前
後
は
円
仁
本
・
東
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
︒
金
剛
智
訳
の
百
八
名
讚
は
︑
基
本
的
に

三
巻
本
︵
初
会
の
﹃
金
剛
頂
経
﹄︶
に
一
致
し
て
お
り
︑
逆
に
言
え
ば
六
巻
本
の
み
が
特
異

な
本
文
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
︒
し
た
が
っ
て
石
山
本
は
︑
そ
の
特
異
な

本
文
の
一
部
を
金
剛
智
訳
の
本
文
と
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
当
た
り
前
の
百
八
名

讚
へ
修
正
し
た
と
い
う
見
方
も
可
能
に
な
る
︒

冒
頭
部
分

円
仁
本
の
百
八
名
讚
の
冒
頭
は
﹁
讚
誦
一
百
八
金
剛
菩
薩
異
名
品
第
三
十
三
﹂
と
い
品

題
の
後
に

爾
時
世
尊
告
言
持
誦
修
瑜
伽
者
念
誦
畢
已
晨
中
午
後
初
夜
初
夜
半
五
更
皆
須
讚
誦
此

一
百
八
異
名
時
時
皆
不
得
闕
若
能
常
誦
持
誦
所
求
果
願
速
成
就
而
誦
讚
曰

と
い
う
本
文
で
始
ま
っ
て
お
り
︑
東
寺
本
・
石
山
本
も
全
く
同
じ
で
あ
る
が
︑
金
剛
智
訳

は
品
題
が
無
く

次
誦
如
上
所
説
一
百
字
密
語
︒
及
以
遏
伽
水
而
奉
献
之
︒
次
修
習
金
剛
薩
埵
大
契
︒

速
疾
誦
最
上
一
百
八
名
一
遍

と
あ
っ
て
︑
全
く
異
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
﹁
爾
時
世
尊
告
言
﹂
の
句
が
付
加
さ
れ
る
の
は
︑

六
巻
本
諸
本
共
通
の
特
徴
と
い
え
る
が
︑
修
瑜
伽
者
は
念
誦
の
終
わ
っ
た
後
に
晨
・
中
・

午
後
・
初
夜
・
初
夜
半
の
五
更
に
百
八
名
讚
を
讚
誦
す
れ
ば
求
め
る
所
の
果
願
を
速
か
に

成
就
で
き
る
と
す
る
︒
金
剛
智
訳
が
︑
前
の
百
字
真
言
を
誦
し
て
遏
伽
水
を
奉
献
し
︑
金

剛
薩
埵
大
契
を
修
習
し
て
百
八
名
讚
を
誦
す
と
す
る
の
と
は
︑
修
法
の
次
第
︑
百
八
名
讚

の
役
割
が
異
な
っ
て
い
る
︒

(一
︶
金
剛
薩
埵

先
ず
金
剛
薩
埵
に
つ
い
て
円
仁
本
で
は
﹁
我
今
敬
禮
諸
如
來

普
賢
金
剛
尊
上
首

金

剛
薩
埵
現
神
通

執
金
剛
威
降
三
世

摩
訶
金
剛
大
薩
埵

普
現
月
輪
降
心
穢

五
股
金

剛
住
佛
掌

五
峯
光
明
遍
世
界

轉
正
法
輪
引
衆
生

寶
冠
繒
綵
授
灌
頂
﹂
と
あ
る
が
︑

傍
線
を
引
い
た
偈
前
半
の
﹁
我
今
敬
禮
諸
如
來

普
賢
金
剛
尊
上
首

執
金
剛
威
降
三
世

摩
訶
金
剛
大
薩
埵
﹂
に
つ
い
て
は
金
剛
智
訳
や
三
巻
本
と
も
ほ
ぼ
対
応
し
よ
う
︒
た
だ
し

こ
こ
に
﹁
威
降
三
世
﹂
と
あ
る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
︒
こ
の
語
句
が
こ
こ
に
入
っ
た
理
由

に
つ
い
て
は
直
ち
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
︒
降
三
世
明
王
は
金
剛
頂
経
の
明
王
︵
忿
怒

尊
︶
で
あ
る
が
︑
そ
の
他
の
漢
訳
﹃
金
剛
頂
経
﹄
系
儀
軌
類
の
百
八
名
讚
・
十
六
大
菩
薩

出
生
段
に
は
︑
管
見
の
範
囲
︑
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
も
っ
と
広
い
範
囲
で
見
れ
ば
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金
剛
薩
埵
と
降
三
世
明
王
と
の
関
係
を
示
す
テ
キ
ス
ト
は
探
し
う
る
で
あ
ろ
う
が
︑
今
は

そ
の
指
摘
だ
け
に
止
め
て
お
く
︒

ま
た
偈
の
後
半
の
﹁
普
現
月
輪
降
心
穢

五
股
金
剛
住
佛
掌

五
峯
光
明
遍
世
界

轉

正
法
輪
引
衆
生

寶
冠
繒
綵
授
灌
頂
﹂
が
金
剛
薩
埵
出
生
段
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
︑
本
文
の
比
較
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
︒
勿
論
︑
十
六
大
菩
薩
出
生
段
の
各

菩
薩
の
記
事
は
長
文
で
あ
り
︑
単
純
に
要
略
し
た
も
の
と
い
う
事
は
で
き
な
い
が
︑
円
仁

本
の
金
剛
薩
埵
出
生
段
の
中
に
対
応
す
る
語
句
を
拾
っ
て
み
る
と
﹁
普
賢
之
心
爲
衆
多
月

輪
出
現
普
淨
一
切
衆
生
大
菩
提
心
已
﹂﹁
滿
虚
空
界
成
五
峯
光
明
時
於
華
光
明
中
化
一
切

如
來
金
剛
身
語
意
所
成
五
股
跋
折
羅
住
佛
掌
﹂﹁
跋
折
羅
出
種
種
色
相
光
明
遍
照
一
切
佛

世
界
﹂﹁
轉
正
法
輪
教
化
成
就
無
量
衆
生
﹂
な
ど
の
文
言
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
し
か

し
円
仁
本
金
剛
薩
埵
出
生
段
に
は
﹁
寶
冠
繒
綵
授
灌
頂
﹂
相
当
文
が
見
ら
れ
な
い
︒
し
か

し
金
剛
智
訳
や
根
本
タ
ン
ト
ラ
の
漢
訳
で
あ
る
三
巻
本
に
は
﹁
爲
彼
普
賢
大
菩
薩
應
以
一

切
如
來
轉
輪
位
︒
故
以
一
切
如
來
身
寶
冠
繒
綵
而
灌
頂
之
︒
既
灌
頂
已
而
授
與
之
︒﹂
ま

た
は
﹁
一
切
如
來
轉
輪
王
灌
頂
︒
以
一
切
佛
身
寶
冠
繒
綵
︒
灌
頂
已
︒
授
與
雙
手
﹂
な
ど

と
あ
り
︑
百
八
名
讚
の
﹁
寶
冠
繒
綵
授
灌
頂
﹂
の
語
も
金
剛
薩
埵
出
生
段
に
よ
る
も
の
と

見
ら
れ
る
︒

ま
た
石
山
本
は
﹁
金
剛
薩
埵
現
神
通

執
金
剛
威
降
三
世

摩
訶
金
剛
大
薩
埵
﹂
と
あ

り
︑
円
仁
本
の
本
文
を
残
し
な
が
ら
︑
本
来
の
百
八
名
讚
相
当
分
の
み
と
し
︑
金
剛
薩
埵

出
生
段
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
部
分
を
削
除
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
︒

(二
︶
金
剛
王
菩
薩

次
に
金
剛
王
菩
薩
に
つ
い
て
見
る
と
︑
円
仁
本
の
﹁
敬
禮
如
來
不
空
王

妙
覺
最
上
金

剛
鉤

金
剛
鉤
身
住
佛
掌

從
鉤
出
現
微
塵
佛

金
剛
請
引
入
道
場
﹂
の
傍
線
部
が
百
八

名
讚
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
︑﹁
妙
覚
最
上
金
剛
王
﹂
と
あ
る
べ
き
﹁
王
﹂
が
﹁
鉤
﹂
と

な
っ
て
い
る
︒﹁
身
住
佛
掌
﹂
は
出
生
段
の
﹁
金
剛
鉤
住
佛
掌
中
﹂︑﹁
爲
作
神
變
等
佛
事
﹂

は
﹁
一
切
如
來
作
種
種
神
變
等
事
﹂︑﹁
金
剛
鉤
授
不
空
王
﹂
は
﹁
以
金
剛
鉤
授
彼
不
空
王

大
菩
薩
雙
手
﹂︑﹁
金
剛
鉤
名
授
灌
頂
﹂
は
﹁
以
金
剛
鉤
名
號
而
與
灌
頂
﹂
に
ト
レ
ー
ス
で

き
る
︒
円
仁
本
の
金
剛
薩
埵
出
生
段
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
灌
頂
の
記
述
も
金
剛
王
出
生
段

に
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
金
剛
智
訳
の
対
応
箇
所
は
﹁
以
爲
一
切
如
來
之
大
鉤
︒
出
已

便
即
於
世
尊
毘
盧
遮
那
掌
中
而
住
﹂﹁
及
一
切
佛
神
變
作
﹂﹁
即
於
彼
不
空
王
大
菩
薩
︒
如

上
於
雙
手
而
授
之
﹂﹁
以
金
剛
鉤
召
名
號
︒
而
灌
頂
之
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
︑
語

句
的
に
は
円
仁
本
の
出
生
段
本
文
に
近
い
︒

石
山
本
は
﹁
我
今
敬
禮
如
來
不
空
王

妙
覺
最
上
金
剛
金
剛
王

金
剛
王
金
剛
鉤
金
剛

請
引
﹂
と
あ
り
︑
一
部
に
余
分
な
語
句
が
あ
る
が
︑
ほ
ぼ
金
剛
智
訳
と
一
致
し
︑
円
仁
本

と
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
勿
論
︑
同
じ
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
の
異
本
で
あ
る
か

ら
︑
大
凡
の
文
は
同
じ
で
あ
る
が
︑
語
句
を
詳
細
に
見
れ
ば
円
仁
本
か
ら
金
剛
智
訳
の
本

文
へ
変
更
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
︒

(三
︶
金
剛
愛
菩
薩

金
剛
愛
菩
薩
で
は
︑
円
仁
本
の
﹁
我
今
敬
禮
能
調
伏

摩
羅
諸
欲
華
器
仗

金
剛
弓
身

住
佛
掌

金
剛
箭
現
微
塵
佛

金
剛
愛
染
無
怯
畏

摩
訶
安
樂
喜
悦
敬

摩
訶
金
剛
壞
雜

染
﹂
の
傍
線
部
が
金
剛
智
訳
の
百
八
名
讚
に
一
致
す
る
︒
夫
々
の
語
句
に
付
け
ら
れ
た

﹁
華
器
仗
﹂﹁
住
佛
掌
﹂
は
金
剛
愛
出
生
段
に
見
ら
れ
る
︒﹁
現
微
塵
佛
﹂
は
﹁
從
彼
金
剛

箭
出
現
一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
﹂
の
略
抄
で
あ
ろ
う
︒﹁
無
怯
畏
﹂﹁
喜
悦
敬
﹂﹁
壞
雜
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染
﹂
に
つ
い
て
は
︑
全
く
一
致
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
内
容
的
に
相
当
す
る
も
の
は

確
認
で
き
よ
う
︒
ま
た
﹁
由
至
極
殺
得
清
淨
﹂﹁
金
剛
箭
名
受
灌
頂
﹂
は
円
仁
本
・
金
剛

智
訳
本
の
金
剛
愛
出
生
段
の
ど
ち
ら
と
も
近
い
が
﹁
故
現
染
已
能
調
伏
﹂
は
円
仁
本
が

﹁
能
以
染
故

而
調
伏
之
﹂
と
あ
り
︑
金
剛
智
本
が
﹁
染
故
能
調
伏
﹂
で
あ
っ
て
︑
語
句

的
に
見
れ
ば
円
仁
本
の
出
生
段
に
近
い
︒

一
方
で
石
山
本
は
こ
れ
よ
り
以
下
の
百
八
名
讚
に
お
い
て
金
剛
智
訳
の
本
文
に
一
致
し
︑

円
仁
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
︒

(四
︶
金
剛
喜
菩
薩

金
剛
喜
菩
薩
で
は
﹁
敬
禮
金
剛
大
善
哉
﹂﹁
金
剛
歡
喜
﹂﹁
摩
訶
悦
喜
﹂﹁
歡
喜
王
﹂﹁
妙

觀
薩
埵
智
上
首
﹂﹁
金
剛
首
﹂﹁
金
剛
喜
躍
﹂
に
つ
い
て
は
百
八
名
讚
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
︒
夫
々
の
語
句
に
付
く
﹁
出
魔
境
﹂﹁
發
心
者
﹂﹁
音
同
讚
美
﹂
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
﹁
住
佛
掌
﹂
は
円
仁
本
出
生
段
に
﹁
爲
金
剛
歡
喜
體
住
佛
雙
手
掌
﹂
と
見
ら
れ
る
︒

金
剛
智
訳
は
﹁
爲
金
剛
歡
喜
體
︒
住
於
雙
手
掌
中
﹂
と
あ
り
﹁
仏
﹂
が
抜
け
て
い
る
︒
そ

の
後
の
﹁
從
歡
喜
生
微
塵
佛
﹂
は
出
生
段
の
﹁
從
歡
喜
體
中
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
來

身
﹂
で
あ
ろ
う
が
﹁
一
塵
佛
身
現
無
邊

滅
惑
必
至
金
剛
智
﹂
に
つ
い
て
は
不
明
︒﹁
若

聞
我
名
衆
生
喜
﹂
は
偈
頌
に
﹁
若
聞
我
名

常
生
歡
喜
﹂
と
見
ら
れ
﹁
踴
躍
善
哉
授
灌

頂
﹂
は
﹁
以
金
剛
踴
躍
名
號
而
與
灌
頂
﹂
と
あ
っ
て
︑
や
は
り
出
生
段
に
ト
レ
ー
ス
で
き

る
︒
金
剛
智
訳
で
は
﹁
分
別
斷
除

聞
常
歡
喜
﹂﹁
爲
金
剛
踊
躍
︒
以
其
金
剛
名
而
灌
頂

之
﹂
で
あ
り
︑
円
仁
本
に
近
い
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
全
く
一
致
し
て
い
る
︒

(五
︶
金
剛
宝
菩
薩

金
剛
宝
菩
薩
は
︑
円
仁
本
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
寶
﹂﹁
摩
訶
摩
尼
﹂﹁
妙
金
剛
﹂﹁
義
金

剛
﹂﹁
金
剛
富
饒
﹂﹁
金
剛
藏
﹂﹁
金
剛
虚
空
﹂
は
︑
順
序
の
異
な
る
所
は
あ
る
が
︑
金
剛

智
訳
の
百
八
名
讚
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
︒
し
か
し
﹁
無
價
寶
﹂﹁
淨
如
瑠
璃
﹂﹁
智
能
了

性
﹂﹁
雨
鬘
瓔
珞
﹂
は
︑
そ
の
ま
ま
の
表
現
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
住
佛
掌
﹂

﹁
示
佛
刹
﹂
は
金
剛
宝
菩
薩
出
生
段
に
そ
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
他
の
菩
薩
の
出
生

段
で
確
認
で
き
る
︒﹁
虚
空
寶
藏
授
灌
頂
﹂
は
出
生
段
に
は
﹁
以
金
剛
寶
名
號
而
與
灌
頂
﹂

と
あ
り
︑
金
剛
智
訳
の
出
生
段
に
は
﹁
以
金
剛
宝
蔵
灌
頂
﹂
と
あ
る
が
︑
金
剛
宝
菩
薩
が

虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
こ
と
は
出
生
段
中
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
に
よ
る
と
い
っ
て

良
い
︒﹁
散
寶
成
雲
在
空
住
﹂
の
句
は
実
叉
難
陀
訳
八
十
巻
﹃
華
厳
経
﹄﹁
十
地
品
﹂
第
七

地
冒
頭
の
偈
頌(25
)

に
見
ら
れ
る
が
﹁
金
剛
寶
香
遍
世
界
﹂
に
つ
い
て
も
直
接
の
典
拠
は
不
明
︒

全
体
と
し
て
六
巻
本
・
金
剛
智
訳
の
出
生
段
に
ト
レ
ー
ス
で
き
な
い
表
現
が
見
ら
れ
る
が
︑

虚
空
蔵
菩
薩
の
功
徳
と
の
関
係
か
ら
考
え
れ
ば
理
解
で
き
な
い
も
の
で
は
無
い
︒
漢
訳
資

料
だ
け
で
は
な
く
︑
還
梵
し
た
原
典
探
査
を
行
え
ば
何
ら
か
の
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
が
︑
今
そ
の
準
備
は
な
い
︒

こ
こ
で
も
石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
し
て
い
る
︒

(六
︶
金
剛
光
菩
薩

金
剛
光
菩
薩
は
円
仁
本
の
﹁
敬
禮
金
剛
大
威
徳

超
過
微
塵
衆
日
威

天
龍
光
明
滅
無

餘

由
如
法
王
得
自
在

金
剛
日
身
住
佛
掌

最
勝
光
明
現
佛
刹

經
書
辭
論
悉
明
現

（ 31 ）



爾
乃
踰
於
心
境
界

金
剛
輝
顯
佛
神
力

摩
訶
威
徳
住
三
昧

摩
訶
光
焰
普
明
了

智
輪

清
淨
與
佛
會

金
剛
光
淨
遍
三
界

無
垢
威
光
授
灌
頂
﹂
も
傍
線
部
が
金
剛
智
訳
の
百
八

名
讚
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
︒
ま
た
﹁
超
過
微
塵
衆
日
威
﹂
は
出
生
段
の
﹁
從
金
剛
日
中
出

一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
﹂
が
相
当
し
よ
う
︒﹁
金
剛
日
身
住
佛
掌
﹂
の
句
は
出
生
段
に

見
ら
れ
︑﹁
無
垢
威
光
授
灌
頂
﹂
は
出
生
段
に
﹁
以
金
剛
光
明
名
號
而
與
灌
頂
﹂
と
あ
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
﹁
由
如
法
王
得
自
在
﹂
は
八
十
巻
﹃
華
厳
経
﹄﹁
毘
盧
遮
那
品
﹂
第
六
の

大
威
光
菩
薩
の
偈
頌
に
﹁
當
如
法
王
得
自
在(26
)

﹂
の
句
が
見
ら
れ
︑﹁
經
書
辭
論
悉
明
現
﹂

は
﹃
華
厳
経
﹄﹁
十
地
品
﹂
第
七
地
に
﹁
経
書
詞
論
普
明
了
﹂
と
あ
り
︑﹁
爾
乃
踰
於
心
境

界
﹂
は
同
じ
七
地
に
﹁
若
住
第
八
智
地
中

爾
乃
逾
於
心
境
界(27
)
﹂
見
ら
れ
る
︒
そ
の
他
に

つ
い
て
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
︒
こ
の
漢
訳
八
十
巻
﹃
華
厳
経
﹄
と
一
致
す
る
語
句

の
存
在
は
﹁
威
光
菩
薩
﹂
の
一
致
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
︑
原
典
に
よ
る
も
の
と
い
う

よ
り
も
漢
訳
を
経
由
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
︒

石
山
本
は
︑
こ
こ
で
も
金
剛
智
訳
と
一
致
す
る
︒

(七
︶
金
剛
幢
菩
薩

金
剛
幢
菩
薩
は
︑
円
仁
本
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
幢

善
利
衆
生
檀
波
羅

金
剛
光
威
滅

貧
苦

善
歡
喜
心
能
普
護

無
比
幢
身
住
佛
掌

金
剛
寶
幡
現
佛
刹

寶
幢
雨
鬘
寶
纓
珞

大
金
剛
寶
千
萬
種

金
剛
寶
杖
起
菩
提

金
剛
表
刹
授
灌
頂
﹂
の
傍
線
部
が
金
剛
智
訳
の

百
八
名
讚
に
一
致
す
る
︒﹁
善
利
衆
生
檀
波
羅
﹂
の
檀
波
羅
は
出
生
段
に
﹁
彼
金
剛
幢
令

一
切
如
來
於
檀
波
羅
蜜
相
應
﹂
ま
た
﹁
即
是
檀
度
門
﹂﹁
一
切
如
來
檀
波
羅
蜜
智
﹂
と
あ

る
︒
ま
た
﹁
無
比
幢
身
住
佛
掌
﹂
は
出
生
段
に
﹁
金
剛
幢
身
住
佛
掌
﹂
と
あ
り
︑﹁
金
剛

寶
幡
現
佛
刹
﹂
は
出
生
段
の
﹁
從
金
剛
幢
中
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
皆
建
立
一
切
如

來
寶
幢
等
事
﹂
に
相
当
し
﹁
金
剛
表
刹
授
灌
頂
﹂
は
出
生
段
に
﹁
以
金
剛
表
刹
名
號
與
其

灌
頂
﹂
と
あ
る
︒
こ
こ
に
は
﹃
華
厳
経
﹄
の
本
文
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(八
︶
金
剛
笑
菩
薩

金
剛
笑
菩
薩
は
︑
円
仁
本
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
笑

金
剛
微
笑
諸
含
識

摩
訶
笑
身
住

佛
掌

摩
訶
希
有
現
佛
刹

樂
生
歡
喜
示
供
養

金
剛
受
塗
香
供
養

金
剛
歡
喜
同
佛
笑

金
剛
笑
名
授
灌
頂
﹂
の
傍
線
部
が
百
八
名
讚
に
一
致
す
る
︒
東
寺
本
に
は
欠
字
が
あ
る
が
︑

円
仁
本
と
同
じ
と
見
ら
れ
る
︒﹁
摩
訶
笑
身
住
佛
掌
﹂
は
そ
の
ま
ま
が
出
生
段
に
見
ら
れ
︑

﹁
摩
訶
希
有
現
佛
刹
﹂
は
﹁
從
金
剛
笑
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
皆
現
一
切
如
來
希
有

神
變
遊
戯
等
﹂
が
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
︒﹁
金
剛
笑
名
授
灌
頂
﹂
は
﹁
金
剛
笑
授
與
常
愛

歡
喜
根
大
菩
薩
雙
手
是
時
一
切
如
來
共
以
金
剛
愛
名
號
而
與
灌
頂
﹂
か
ら
導
か
れ
る
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(九
︶
金
剛
法
菩
薩

金
剛
法
菩
薩
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
法

善
利
薩
埵
眞
大
悲

善
清
淨
心
即
三
昧

觀
音

變
現
難
可
測

觀
世
自
在
無
障
碍

無
有
慈
悲
能
比
類

大
蓮
華
身
住
佛
掌

光
出
蓮
華

華
有
佛

妙
觀
察
智
遍
十
方

妙
金
剛
眼
視
一
切

金
剛
眼
慈
福
無
量

金
剛
眼
名
授
灌

頂
﹂
の
傍
線
部
は
金
剛
智
訳
百
八
名
讚
に
一
致
す
る
︒
た
だ
し
﹁
妙
金
剛
眼
﹂
は
金
剛
智

訳
で
は
﹁
金
剛
妙
眼
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒﹁
大
蓮
華
身
住
佛
掌
﹂﹁
妙
觀
察
智
﹂﹁
金
剛
眼

名
授
灌
頂
﹂
は
出
生
段
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
︒
勿
論
︑
五
智
の
一
で
あ
る
妙
観
察
智
は
︑
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五
仏
と
し
て
の
金
剛
界
阿
弥
陀
に
配
当
さ
れ
る
が
︑
観
自
在
菩
薩
は
阿
弥
陀
の
眷
属
で
あ

り
︑
金
剛
法
菩
薩
は
金
剛
界
阿
弥
陀
の
四
親
近
菩
薩
の
第
一
で
あ
っ
て
︑
出
生
段
自
体
に

金
剛
法
菩
薩
＝
金
剛
眼
菩
薩
の
三
摩
地
が
妙
観
察
智
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
︒
ま
た

﹁
光
出
蓮
華
華
有
佛
﹂
は
や
は
り
出
生
段
の
﹁
彼
光
明
法
界
還
同
一
體
相
入
毘
盧
遮
那
佛

心
爲
虚
空
界
量
大
蓮
華
身
住
於
佛
手
中
從
彼
蓮
華
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
﹂
を
要
略

し
た
も
の
と
み
な
せ
よ
う
か
︒
こ
れ
に
対
し
て
﹁
觀
音
變
現
難
可
測
﹂
に
つ
い
て
﹁
變
現

難
可
測
﹂
の
句
は
八
十
巻
﹃
大
方
広
仏
華
厳
経
﹄﹁
十
住
品
﹂
第
十
五
に
﹁
神
通
変
現
難

可
測(28
)

﹂
と
見
ら
れ
る
が
︑
こ
れ
は
観
音
を
指
す
も
の
で
は
な
い
︒﹁
無
有
慈
悲
能
比
類
﹂

﹁
慈
福
無
量
﹂
な
ど
の
句
は
﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄﹁
観
世
音
菩
薩
普
門
品
︵﹃
観
音
経(29
)
﹄︶
﹂
の

﹁
悲
体
戒
雷
震

慈
意
妙
大
雲
﹂
や
﹁
具
一
切
功
徳

慈
眼
視
衆
生

福
聚
海
無
量
﹂
な

ど
で
知
ら
れ
る
慈
悲
の
尊
格
と
し
て
の
観
音
に
拠
る
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

で
あ
る
な
ら
ば
﹁
觀
音
變
現
難
可
測
﹂
も
観
音
が
三
十
三
身
に
化
身
し
て
衆
生
を
済
度
す

る
こ
と
を
指
す
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
︒
観
音
︵
観
自
在
︶
に
関
わ
る
経
典
は
極
め

て
多
い
た
め
に
︑
何
を
典
拠
と
す
る
と
も
言
い
難
い
が
︑﹃
金
剛
頂
経
﹄
系
儀
軌
に
お
け

る
観
自
在
は
︑
そ
の
清
浄
性
が
強
調
さ
れ
る
の
に
対
し
て
︑
こ
こ
に
見
ら
れ
る
観
音
の
慈

悲
の
性
格
は
︑
通
大
乗
の
性
格
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
る
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(一
〇
︶
金
剛
利
菩
薩

金
剛
利
菩
薩
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
利

摩
訶
衍
那
大
乘
器

摩
訶
器
仗
鎭
摧
魔

文
殊

師
利
慧
猛
利

金
剛
藏
法
辨
無
窮

金
剛
甚
深
梵
音
美

金
剛
劔
身
住
佛
掌

智
慧
神
力

名
吉
祥

金
剛
覺
分
斷
習
氣

般
若
揮
破
授
灌
頂
﹂
の
傍
線
部
は
金
剛
智
訳
に
一
致
す
る
︒

﹁
摩
訶
衍
那
大
乘
器
﹂
の
﹁
大
乘
器
﹂
も
︑
続
く
﹁
摩
訶
器
仗
﹂
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
︒

﹁
金
剛
劔
身
住
佛
掌
﹂
は
そ
の
ま
ま
出
生
段
に
見
ら
れ
る
︒
た
だ
し
円
仁
本
が
﹁
金
剛
劔

身
住
於
佛
手
﹂
で
あ
る
の
に
対
し
金
剛
智
訳
が
﹁
便
為
剣
鞘
︒
既
成
就
已
︒
住
於
毘
盧
遮

那
仏
手
中
﹂
と
あ
り
︑
円
仁
本
が
近
い
︒﹁
般
若
揮
破
授
灌
頂
﹂
に
つ
い
て
は
出
生
段
に

﹁
金
剛
覺
名
號
與
其
灌
頂
時
金
剛
覺
大
菩
薩
以
其
金
剛
劔
揮
斫
﹂
と
見
ら
れ
る
︒
金
剛
智

訳
も
ほ
ぼ
同
じ
︒﹁
智
慧
神
力
名
吉
祥
﹂
は
文
殊
師
利
を
指
す
も
の
で
︑﹁
分
斷
習
氣
﹂
は

﹁
斷
除
煩
惱
三
摩
地
﹂
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
そ
の
他
の
語
句
も
文
殊
菩
薩
の
性

格
に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(一
一
︶
金
剛
因
菩
薩

金
剛
因
菩
薩
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
輪

摩
訶
理
趣
纔
發
心

金
剛
因
智
最
第
一

大
堅

實
心
難
退
敗

金
剛
起
初
轉
法
輪

金
剛
道
場
隨
應
現
﹂
の
傍
線
部
は
金
剛
智
訳
に
一
致

す
る
語
句
で
あ
る
︒﹁
金
剛
輪
身
住
佛
掌

金
剛
輪
現
微
塵
佛
﹂﹁
由
纔
發
心
轉
法
輪

金

剛
成
就
不
退
轉

金
剛
眼
輪
授
灌
頂
﹂
は
ほ
ぼ
出
生
段
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
︒
金
剛
智
訳

に
は
﹁
灌
頂
﹂
の
語
が
無
い
が
︑﹁
以
金
剛
道
場
名
而
為
之
号
﹂
と
り
︑
他
の
菩
薩
の
出

生
段
か
ら
こ
れ
が
灌
頂
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
︑
相
違
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
︒

前
半
の
傍
線
の
無
い
語
句
も
︑
纔
発
心
転
法
輪
菩
薩
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
︑
出
生
段

に
も
同
様
の
語
句
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒﹁
無
量
無
數
諸
如
来
﹂
の
句
も
出
生
段
に
由

来
す
る
と
思
わ
れ
る
が
︑
こ
れ
は
他
の
菩
薩
に
も
共
通
の
﹁
一
切
如
來
﹂
か
ら
採
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒
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(一
二
︶
金
剛
語
菩
薩

金
剛
語
菩
薩
も
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
語

金
剛
念
誦
無
音
響

能
授
悉
地
自
在
願

無
言

説
法
難
可
測
﹂﹁
金
剛
上
悉
地
難
遇

金
剛
言
説
授
灌
頂
﹂
の
傍
線
部
は
金
剛
智
訳
に
一

致
す
る
語
句
で
あ
る
︒﹁
金
剛
言
説
授
灌
頂
﹂
は
出
生
段
に
﹁
金
剛
語
言
名
號
而
與
灌
頂
﹂

と
あ
り
︑﹁
金
剛
念
誦
住
佛
掌
﹂
も
出
生
段
に
よ
る
︒﹁
金
剛
速
獲
聞
持
藏
﹂
は
円
仁
本
出

生
段
に
﹁
祕
密
語
言

以
此
念
誦

能
速
成
就
﹂
と
あ
り
︑
金
剛
智
訳
で
は
﹁
於
諸
如
来

秘

能
為
速
成
就
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒﹁
聞
持
蔵
﹂
に
相
当
す
る
語
句
は
無
い
が
︑
意
味

的
に
問
題
は
無
い
で
あ
ろ
う
︒﹁
金
剛
自
在
成
實
言

金
剛
智
性
暁
密
語
﹂
も
同
様
で
あ

る
︒
た
だ
し
﹁
金
剛
智
性
﹂
の
語
に
つ
い
て
は
三
巻
本
出
生
段
に
﹁
於
一
切
如
來

眞
言

速
成
就

金
剛
法
智
性
︒
一
切
如
來
智
慧
︒
大
轉
輪
智(30
)

﹂
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(一
三
︶
金
剛
業
菩
薩

金
剛
業
菩
薩
の
﹁
敬
禮
金
剛
巧
毘
首

金
剛
羯
磨
速
成
就

金
剛
妙
教
不
唐
捐

善
遍

一
切
所
受
用
﹂﹁
金
剛
大
寛
廣
方
便
﹂
の
傍
線
部
は
金
剛
智
訳
に
一
致
す
る
語
句
で
あ
る
︒

ま
た
﹁
不
唐
捐
﹂
の
語
は
出
生
段
に
見
え
る
︒﹁
金
剛
羯
磨
住
佛
掌

光
出
蓮
華
羯
磨
輪

金
剛
輪
現
微
塵
佛

羯
磨
輪
成
佛
法
事
﹂﹁
羯
磨
光
明
授
灌
頂
﹂
も
出
生
段
に
よ
る
と
い

え
よ
う
︒﹁
光
明
﹂
に
つ
い
て
は
︑
出
生
段
に
﹁
金
剛
爲
一
切
如
來
羯
磨
光
明
遍
照
一
切

世
界
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
﹁
羯
磨
輪
﹂﹁
金
剛
輪
﹂
に
つ
い
て
も
出
生
段
に
﹁
轉
一
切
如
來

羯
磨
輪
﹂
と
見
ら
れ
︑
出
生
段
前
半
の
﹁
羯
磨
身
﹂﹁
金
剛
身
﹂
を
言
い
換
え
た
も
の
と

見
ら
れ
る
︒﹁
大
金
剛
持
無
怯
畏

金
剛
巧
智
證
悉
地
﹂
も
出
生
段
の
嗢
陀
南
﹁
金
剛
巧

羯
磨

是
一
切
如
來

最
上
羯
磨
智

一
切
妙
佛
事

普
皆
能
作
之
﹂
を
言
い
換
え
た
も

の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(一
四
︶
金
剛
護
菩
薩

金
剛
護
菩
薩
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
護

摩
訶
無
畏
普
遍
覆

金
剛
甲
冑
大
精
進

大
堅

固
威
魔
恐
怖
﹂﹁
難
可
敵
對
鬪
戰
勝

上
首
精
進
爲
親
友

金
剛
精
進
進
衆
生
﹂
の
傍
線

部
は
金
剛
智
訳
に
一
致
す
る
語
句
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
大
精
進
﹂﹁
威
魔
恐
怖
﹂﹁
鬪
戰
勝
﹂

に
つ
い
て
は
出
生
段
に
﹁
鬪
戰
難
勝
勇
健
精
進
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
爲
親
友
﹂
は
嗢
陀
喃

に
﹁
爲
護
精
進
者

名
爲
大
親
友
﹂
と
見
ら
れ
る
︒﹁
普
遍
覆
﹂﹁
進
衆
生
﹂
の
語
は
見
ら

れ
な
い
が
︑
内
容
的
に
導
か
れ
よ
う
︒﹁
金
剛
甲
身
住
佛
掌

甲
冑
現
出
微
塵
佛

神
變

遊
戲
金
剛
友

擁
護
一
切
欲
成
就
﹂﹁
甲
冑
堅
牢
授
灌
頂
﹂
も
出
生
段
に
﹁
金
剛
甲
冑
身

住
佛
手
中
又
從
甲
冑
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
現
一
切
如
來
擁
護
廣
大
事
業
及
神
變
遊

戲
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
金
剛
友
名
號
而
與
灌
頂
時
金
剛
友
菩
薩
摩
訶
薩
﹂
と
あ
っ
て
︑
こ

れ
ら
に
拠
る
と
い
え
よ
う
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(一
五
︶
金
剛
牙
菩
薩

金
剛
牙
菩
薩
の
﹁
敬
禮
金
剛
大
藥
叉

摩
訶
方
便
顯
忿
怒

金
剛
牙
口
銜
器
仗

甚
可

怖
畏
能
調
伏

金
剛
上
現
暴
惡
身

摧
伏
魔
王
憍
慢
心
﹂﹁
金
剛
獷
惡
無
能
喩
﹂
の
傍
線
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部
は
金
剛
智
訳
に
一
致
す
る
語
句
で
あ
る
︒
但
し
出
生
段
で
は
﹁
金
剛
大
薬
叉
﹂
の

﹁
大
﹂
は
無
く
︑﹁
獷
惡
﹂
は
﹁
暴
惡
﹂
で
あ
る
が
︑
百
八
名
讚
で
も
﹁
現
暴
惡
身
﹂
と
あ

り
︑
出
生
段
に
も
﹁
現
作
暴
惡
身
﹂
と
あ
る
が
︑
意
味
は
同
じ
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
金
剛
牙

口
銜
器
仗
﹂
は
出
生
段
に
﹁
金
剛
牙
器
仗
置
已
口
中
﹂
と
あ
る
︒﹁
顯
忿
怒
﹂﹁
能
調
伏
﹂

﹁
無
能
喩
﹂
は
︑
同
じ
語
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
文
意
と
し
て
問
題
は
無
い
︒﹁
金
剛
牙
身
住

佛
掌

金
剛
牙
現
微
塵
佛
﹂
は
出
生
段
に
﹁
大
金
剛
牙
身
住
於
佛
掌
又
從
金
剛
牙
出
一
切

世
界
微
塵
等
如
來
身
﹂
と
あ
り
︑﹁
金
剛
牙
威
授
灌
頂
﹂
は
出
生
段
に
﹁
以
金
剛
暴
惡
名

號
而
與
灌
頂
﹂
と
あ
る
︒﹁
佛
神
力
故
現
奮
迅

調
伏
暴
惡
自
在
者
﹂
も
︑
そ
の
ま
ま
の

語
は
見
ら
れ
な
い
が
︑﹁
調
伏
﹂﹁
暴
惡
﹂
の
語
は
見
ら
れ
︑
金
剛
牙
菩
薩
の
性
格
に
よ
る

と
い
え
よ
う
︒﹁
初
修
佛
福
生
天
界

一
念
勝
負
魔
王
位
﹂
に
つ
い
て
は
未
検
︒
直
前
の

金
剛
拳
菩
薩
に
よ
っ
て
摧
伏
さ
れ
る
﹁
魔
王
の
憍
慢
心
﹂
を
説
明
す
る
も
の
か
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

(一
六
︶
金
剛
拳
菩
薩

金
剛
拳
菩
薩
の
﹁
我
今
敬
禮
金
剛
密

善
現
驗
縛
身
口
意

金
剛
縛
身
住
佛
掌
﹂﹁
金

剛
拳
上
勝
無
比

三
摩
地
中
金
剛
拳

善
能
解
放
授
灌
頂
﹂
の
傍
線
部
は
金
剛
智
訳
に
一

致
す
る
語
句
で
あ
る
︒
但
し
﹁
金
剛
密
﹂
は
金
剛
智
訳
の
﹁
令
﹂
字
が
略
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
縛
身
口
意
﹂
は
出
生
段
の
﹁
一
切
如
來
身
口
意
金
剛
縛
三
摩
地
﹂
に
よ
ろ
う
︒﹁
金
剛
縛

身
住
佛
掌

縛
印
出
現
微
塵
佛

一
一
印
契
是
神
力
﹂
は
出
生
段
の
﹁
成
金
剛
縛
身
住
於

佛
掌
又
從
金
剛
縛
出
一
切
世
界
微
塵
等
如
來
身
﹂
に
よ
る
︒﹁
授
灌
頂
﹂
も
出
生
段
の

﹁
以
金
剛
拳
名
號
而
與
灌
頂
﹂
に
よ
る
︒

石
山
本
は
金
剛
智
訳
に
一
致
︒

以
上
︑
百
八
名
讚
に
お
い
て
は
︑
円
仁
本
で
は
十
六
大
菩
薩
出
生
段
の
内
容
を
取
り
込

ん
だ
記
述
が
見
ら
れ
︑
そ
の
本
文
も
円
仁
本
の
出
生
段
本
文
が
近
く
︑
金
剛
智
訳
や
根
本

タ
ン
ト
ラ
の
漢
訳
で
あ
る
三
巻
本
と
は
語
句
的
に
相
違
す
る
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
百
八
名

讚
に
お
け
る
十
六
大
菩
薩
出
生
段
か
ら
の
旭
入
は
︑
円
仁
本
・
東
寺
本
と
い
う
六
巻
本
独

特
の
も
の
と
思
わ
れ
︑
他
の
漢
訳
経
軌
類
に
は
検
出
で
き
て
い
な
い
︒
ま
た
金
剛
宝
・
金

剛
光
菩
薩
に
お
い
て
︑
八
十
巻
﹃
華
厳
経
﹄
に
ト
レ
ー
ス
さ
れ
る
語
句
を
見
出
せ
た
が
︑

そ
れ
以
外
の
菩
薩
に
お
い
て
は
確
認
さ
れ
な
い
︒
こ
れ
が
漢
訳
﹃
華
厳
経
﹄
か
ら
採
ら
れ

た
か
︑
原
典
に
﹃
華
厳
経
﹄
か
ら
の
旭
入
が
あ
っ
た
の
か
は
断
言
で
き
な
い
が
︑
漢
訳
語

の
一
致
す
る
点
と
︑
他
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
漢
訳
﹃
華
厳
経
﹄
か
ら
の
引

用
と
み
た
い
︒
た
だ
し
そ
の
意
図
は
明
ら
か
で
は
無
く
︑
今
後
の
課
題
と
し
た
い

そ
れ
に
対
し
て
石
山
本
は
︑
そ
の
本
文
の
大
部
分
が
六
巻
本
と
一
致
し
︑
百
八
名
讚
で

も
冒
頭
の
﹁
讚
誦
一
百
八
金
剛
菩
薩
異
名
品
第
三
十
三
﹂
と
い
品
題
に
続
い
て
﹁
爾
時
世

尊
告
言
持
誦
修
瑜
伽
者
～
﹂
の
一
文
が
見
ら
れ
る
点
は
円
仁
本
と
一
致
し
な
が
ら
︑
百
八

名
讚
そ
の
も
の
は
金
剛
薩
埵
段
に
お
い
て
出
生
段
か
ら
の
旭
入
が
削
ら
れ
︑
金
剛
愛
菩
薩

段
以
降
は
全
く
金
剛
智
訳
と
一
致
す
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
︒

五

造
曼
荼
羅
法

次
い
で
目
に
付
く
六
巻
本
と
金
剛
智
訳
と
の
相
違
は
︑
六
巻
本
で
第
四
巻
の
冒
頭
に
位

置
す
る
造
曼
荼
羅
法
の
箇
所
で
あ
る
︒
六
巻
本
で
は
﹁
灌
頂
闍
梨
嚴
治
曼
荼
羅
想
五
色
粉

品
第
三
十
﹂﹁
三
十
七
灌
頂
道
場
種
主
梵
名
品
第
三
十
一
﹂
と
さ
れ
る
が
︑
金
剛
智
訳
と

で
本
文
の
前
後
が
入
れ
替
わ
る
部
分
が
あ
り
︑
そ
の
構
成
が
相
違
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
つ
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い
て
は
既
に
指
摘(31
)

し
て
い
る
が
︑
こ
こ
で
改
め
て
検
討
し
た
い
︒
ま
た
内
容
に
よ
っ
て
少

し
細
か
く
分
割
し
直
し
た
︒

六
巻
本

金
剛
智
訳

①
作
壇
処
加
持

①
作
壇
処
加
持

②

×

②
作
壇
処
の
種
類

③
壇
の
大
き
さ

④
治
地
法

④
治
地
法

③
壇
の
大
き
さ

⑤
五
色
粉
法

⑥
大
曼
荼
羅
画
作

⑥
大
曼
荼
羅
画
作

⑤
五
色
粉
法

⑦
十
六
大
菩
薩
名

⑧
結
壇
法

⑧
結
壇
法

⑪
三
昧
耶
曼
荼
羅

⑨
自
語
言
印

⑨
自
語
言
契

⑩
三
十
七
尊
梵
名

⑩
三
十
七
尊
梵
名

⑪
三
昧
耶
曼
荼
羅

⑦
十
六
大
菩
薩
名

⑫
諸
天

⑫
諸
天

①
作
壇
処
加
持

金
剛
智
訳
で
は
﹁
所
応
作
漫
茶
羅
︒
於
中
如
法
式
︒
坐
修
習
加
持
自
身
﹂
と
の
み
あ
る

所
が
︑
六
巻
本
で
は
初
め
に
﹁
灌
頂
闍
梨
嚴
治
曼
荼
羅
想
五
色
粉
品
第
三
十
﹂
と
い
う
品

題
が
付
さ
れ
﹁
爾
時
世
尊
修
瑜
伽
者
結
跏
趺
坐
已
諦
想
己
身
是
如
來
身
此
想
成
就
修
加
持

法
﹂
と
あ
っ
て
︑
金
剛
智
訳
で
言
う
﹁
法
式
の
如
し
﹂
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
︒
円
仁
本
・
東
寺
本
・
石
山
本
共
に
同
じ
︒

②
作
壇
処
の
種
類
︑
③
壇
の
大
き
さ
︑
④
治
地
法

金
剛
智
訳
に
は
④
治
地
法
の
前
に
︑
②
の
作
壇
の
処
・
択
地
法
は
﹃
蘇
悉
地
経
﹄
と
異

な
ら
な
い
と
す
る
一
文
が
存
在
す
る
︒
こ
れ
は
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
記
述
で
あ
る
︒

ま
た
金
剛
智
訳
の
④
治
地
法
で
は
︑
瞿
摩
夷
塗
拭
の
後
に
︑
縄
に
よ
る
絣
︵
墨
打
ち
︶

法
が
述
べ
ら
れ
︑
そ
の
後
に
③
の
施
主
に
よ
っ
て
作
る
べ
き
壇
の
大
き
さ
の
相
違
が
続
き
︑

四
肘
壇
法
を
為
す
と
さ
れ
る
︒

し
か
し
六
巻
本
で
は
︑
②
が
無
く
︑
①
に
続
い
て
③
が
述
べ
ら
れ
︑
そ
の
後
に
④
治
地

法
が
来
る
が
﹁
假
令
四
肘
壇
法
先
用
瞿
摩
淨
潔
塗
拭
取
新
淨
縄
依
量
抨
記
更
以
塗
香
密
細

塗
之
﹂
と
の
み
あ
っ
て
︑
設
え
四
肘
壇
法
で
あ
っ
て
も
︑
瞿
摩
夷
塗
拭
な
ど
の
治
地
法
を

為
す
べ
き
と
さ
れ
る
︒
た
だ
し
内
容
的
に
は
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
︒
円
仁
本
・
東

寺
本
に
相
違
は
無
い
︒

石
山
本
は
︑
①
の
後
に
﹁
其
作
壇
處
或
新
作
浄
室
或
舊
浄
室
擇
地
等
法
廣
如
檢
悉
地
具

説
﹂
と
あ
っ
て
︑
③
④
と
続
く
︒
こ
の
一
文
は
金
剛
智
訳
の
②
冒
頭
で
あ
る
が
︑
金
剛
智

訳
の
﹁
不
異
蘇
悉
地
説
﹂
が
︑
石
山
本
で
は
﹁
廣
如
檢
悉
地
具
説
﹂
に
変
っ
て
い
る
︒
ま

た
③
④
は
円
仁
本
と
同
じ
で
あ
る
︒

③
の
施
主
に
よ
っ
て
作
る
べ
き
壇
の
大
き
さ
の
相
違
は
︑
実
際
の
作
壇
に
入
る
前
の
規

定
で
あ
り
︑
④
治
地
法
の
前
に
置
か
れ
る
六
巻
本
の
方
が
位
置
的
に
相
応
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
︒

⑤
五
色
粉
法
︑
⑥
大
曼
荼
羅
画
作

次
に
大
曼
荼
羅
の
諸
尊
画
作
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
︑
金
剛
智
訳
が
④
の
最
後
に

﹁
何
況
地
上
︒
其
為
四
肘
壇
法
﹂
と
あ
る
の
を
受
け
て
︑
そ
の
四
肘
壇
の
曼
荼
羅
画
作
に
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つ
い
て
述
べ
︑
そ
の
後
に
用
い
る
べ
き
五
色
粉
の
説
明
を
す
る
の
に
対
し
て
︑
六
巻
本
で

は
先
に
五
色
粉
に
付
い
て
の
説
明
を
述
べ
た
後
に
︑
曼
荼
羅
画
作
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
こ

れ
も
六
巻
本
の
方
が
位
置
的
に
相
応
し
い
よ
う
で
あ
る
︒
こ
こ
で
円
仁
本
に
対
し
て
東
寺

本
は
乱
丁
が
あ
り
︑
文
章
の
前
後
し
て
い
る
所
が
あ
る
が
︑
訂
正
し
て
繫
げ
て
み
れ
ば
︑

概
ね
円
仁
本
に
一
致
し
て
い
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
石
山
本
は
︑
本
文
は
概
ね
円
仁
本
に
近
い
が
︑
金
剛
智
訳
に
一
致
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
︑
五
色
粉
の
中
の
赤
色
中
に
置
く
字
︵
加
持
す
る
種
子
︶
の
音
写
が
円
仁

本
の
﹁
耶
含
﹂
で
は
な
く
︑
金
剛
智
訳
の
﹁
琰
﹂
に
直
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
五
色
粉
を
加

持
す
る
真
言
の
次
の
印
契
の
説
明
の
前
に
﹁
契
經
云
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
れ
は
円
仁
本
・
金

剛
智
訳
共
に
見
ら
れ
な
い
語
句
で
あ
る
︒
逆
に
円
仁
本
に
見
ら
れ
る
﹁
爾
時
世
尊
﹂﹁
佛

言
﹂
な
ど
の
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
は
金
剛
智
訳
に
近
い
点
で
あ
る
︒

⑦
十
六
大
菩
薩
名
︑
⑧
結
壇
法
︑
⑨
自
語
言
印
︑
⑩
三
十
七
尊
梵
名
︑
⑪
三
昧
耶
曼
荼
羅
︑

⑫
諸
天

六
巻
本
で
⑥
大
曼
荼
羅
画
作
に
続
い
て
⑦
十
六
大
菩
薩
名
が
在
る
の
は
︑
そ
こ
ま
で
が

大
曼
荼
羅
の
画
作
で
あ
り
︑
そ
れ
を
⑧
結
壇
法
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
︒
こ

の
十
六
大
菩
薩
は
︑
四
仏
の
四
親
近
菩
薩
で
は
無
く
︑
賢
劫
十
六
尊
で
あ
る
︒
現
図
金
剛

界
九
会
曼
荼
羅
か
ら
す
れ
ば
︑
中
心
の
大
曼
荼
羅
︵
成
身
会
︶
に
は
賢
劫
千
仏
の
み
が
画

か
れ
︑
十
六
尊
は
登
場
し
な
い
︒
十
六
尊
が
画
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
三
昧
耶
会
以
降

で
あ
る
か
ら
︑
金
剛
智
訳
の
方
が
位
置
的
に
良
い
よ
う
で
あ
る
が
︑
現
図
九
会
曼
荼
羅
と

し
て
で
は
無
く
︑
個
別
︵
一
会
︶
の
曼
荼
羅
と
し
て
考
え
れ
ば
︑
大
曼
荼
羅
で
も
賢
劫
十

六
尊
を
画
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
実
際
︑
天
台
系
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
﹁
金
剛

界
八
十
一
尊
曼
荼
羅
﹂
は
第
二
重
院
に
︑
賢
劫
千
仏
を
背
景
と
し
て
︑
四
摂
菩
薩
・
四
大

明
王
と
共
に
賢
劫
十
六
尊
を
置
い
て
い
る(32
)

︒
そ
の
後
の
⑨
自
語
言
印
︑
⑩
三
十
七
尊
梵
名

は
︑
大
曼
荼
羅
に
画
い
た
諸
尊
を
加
持
し
勧
請
す
る
作
法
と
い
え
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
⑪

三
昧
耶
曼
荼
羅
︑
⑫
諸
天
は
︑
大
曼
荼
羅
を
画
作
で
き
な
い
場
合
の
三
昧
耶
曼
荼
羅
造
立

を
説
く
も
の
で
︑
⑫
諸
天
は
そ
の
外
金
剛
部
で
あ
る
︒
円
仁
本
・
東
寺
本
・
石
山
本
共
に

同
じ
で
あ
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
金
剛
智
訳
で
は
⑧
⑪
⑨
⑩
⑦
⑫
と
な
っ
て
お
り
︑
画
い
た
大
曼
荼
羅
を

⑧
結
壇
法
に
よ
り
完
成
し
︑
次
い
で
⑪
三
昧
耶
曼
荼
羅
を
画
作
し
︑
そ
の
画
作
し
た
大
曼

荼
羅
と
三
昧
耶
曼
荼
羅
に
共
通
し
て
⑨
⑩
に
よ
っ
て
曼
荼
羅
に
諸
尊
を
勧
請
す
る
と
い
う

次
第
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
賢
劫
十
六
尊
が
後
ろ
に
置
か
れ
る
の
は
︑
現
図
と
同
様
に
︑
三
昧

耶
会
以
降
に
限
定
す
る
意
図
を
示
す
も
の
か
︒

以
上
の
よ
う
な
曼
荼
羅
造
立
に
お
け
る
六
巻
本
と
金
剛
智
訳
と
の
相
違
は
︑
翻
訳
原
典

と
し
て
の
儀
軌
段
階
に
遡
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
漢
訳
さ
れ
た
儀
軌
を
元
に
中
国

で
改
変
す
る
こ
と
で
︑
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
の
相
違
が
生
ず
る
か
は
疑
問
で
あ

ろ
う
︒
決
定
的
な
証
拠
と
い
え
る
も
の
で
は
無
い
が
︑
や
は
り
金
剛
智
訳
と
は
別
に
︑
六

巻
本
の
原
典
と
な
る
儀
軌
の
存
在
し
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
︒
ま
た
円
仁
本
と
石
山
本

と
の
相
違
は
︑
円
仁
本
を
元
に
︑
金
剛
智
訳
本
に
よ
っ
て
本
文
の
一
部
を
改
変
︵
治
定
︶

し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
石
山
本
の
五
色
粉
法
の
み
に
見
ら
れ
る
﹁
契

經
云
﹂
は
︑
六
巻
本
の
そ
の
他
の
箇
所
に
真
言
・
印
契
を
説
く
箇
所
に
見
ら
れ
る
も
の
で
︑

そ
れ
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︵
日
本
に
お
け
る
書
写
過
程
で
の
旭
入
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
︶
︒
と
す
れ
ば
︑
こ
れ
に
よ
っ
て
石
山
本
の
原
典
が
円
仁
本
と
別
に
存
在
し
た

証
拠
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
︒
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ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
所
を
再
確
認
す
る
と
︑
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
全
体
は
︑
金
剛
智
訳

四
巻
本
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
と
対
応
し
︑﹃
略
出
念
誦
法
﹄
の
完
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
︒

本
文
は
金
剛
智
訳
と
相
違
す
る
点
が
多
く
︑
用
語
的
に
も
︑
金
剛
智
訳
の
﹁
密
語
﹂
や

﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
﹁
真
言
﹂
が
﹁
陀
羅
尼
﹂
と
な
っ
て
い
る
︑
或
い
は
﹁
三
摩
耶
﹂

が
﹁
三
摩
地
﹂
と
な
っ
て
い
る
︑﹁
平
等
性
智
﹂
が
﹁
大
円
鏡
智
﹂
に
な
っ
て
い
る
箇
所

が
見
ら
れ
る
な
ど
の
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(33
)
︒

百
八
名
讚
は
︑
六
巻
本
に
お
い
て
十
六
大
菩
薩
出
生
段
の
内
容
を
取
り
込
ん
だ
記
述
が

見
ら
れ
︑
そ
の
本
文
も
六
巻
本
の
出
生
段
本
文
が
近
く
︑
金
剛
智
訳
四
巻
本
や
根
本
タ
ン

ト
ラ
の
漢
訳
で
あ
る
三
巻
本
と
は
語
句
的
に
相
違
す
る
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
百
八
名
讚
に

お
け
る
十
六
大
菩
薩
出
生
段
か
ら
の
旭
入
は
︑
円
仁
本
・
東
寺
本
と
い
う
六
巻
本
独
特
の

も
の
と
思
わ
れ
︑
他
の
漢
訳
経
軌
類
に
は
検
出
で
き
て
い
な
い
︒
ま
た
金
剛
宝
・
金
剛
光

菩
薩
に
お
い
て
︑
実
叉
難
陀
訳
八
十
巻
﹃
華
厳
経
﹄
に
ト
レ
ー
ス
さ
れ
る
語
句
を
見
出
せ

た
が
︑
そ
れ
以
外
の
菩
薩
に
お
い
て
は
確
認
さ
れ
な
い
︒
こ
れ
が
漢
訳
﹃
華
厳
経
﹄
か
ら

採
ら
れ
た
か
︑
原
典
に
﹃
華
厳
経
﹄
か
ら
の
旭
入
が
あ
っ
た
の
か
は
断
言
で
き
な
い
が
︑

漢
訳
語
の
一
致
す
る
点
と
︑
他
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
漢
訳
﹃
華
厳
経
﹄
か

ら
の
引
用
と
み
た
い
︒
た
だ
し
そ
の
意
図
は
明
ら
か
で
は
無
く
︑
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

少
な
く
と
も
六
巻
本
漢
訳
者
︵
制
作
者
︶
が
︑
漢
訳
八
十
巻
本
﹃
華
厳
経
﹄
を
知
っ
て
い

た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
︒

造
曼
荼
羅
法
に
お
い
て
も
︑
造
壇
・
大
曼
荼
羅
画
作
・
三
昧
耶
曼
荼
羅
画
作
の
過
程
に

お
い
て
次
第
構
成
が
異
な
っ
て
お
り
︑
基
本
的
な
考
え
方
の
相
違
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
︒
六
巻
本
の
構
成
が
︑
造
壇
法
か
ら
大
曼
荼
羅
を
画
き
︑
諸
尊
を
勧
請
し
︑
曼
荼
羅
を

完
成
し
た
後
に
︑
大
曼
荼
羅
を
造
立
で
き
な
い
場
合
に
は
三
昧
耶
曼
荼
羅
を
画
作
す
る
と

い
う
の
は
︑
作
法
次
第
と
し
て
理
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
︑
ま
た
金
剛
智
訳

で
大
曼
荼
羅
画
作
と
三
昧
耶
曼
荼
羅
画
作
を
先
に
述
べ
た
後
で
︑
諸
尊
の
勧
請
・
結
壇
法

と
な
る
の
も
︑
ま
た
別
の
考
え
方
と
し
て
成
立
し
よ
う
︒
こ
の
相
違
は
︑
金
剛
智
訳
の
作

法
次
第
の
矛
盾
を
六
巻
本
で
解
消
す
る
た
め
の
も
の
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒

そ
れ
に
対
し
て
石
山
本
は
︑
全
体
が
四
巻
に
調
巻
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
本
文
の
大
部
分

が
六
巻
本
と
一
致
し
て
い
な
が
ら
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
引
用
部
分
や
百
八
名
讚
な
ど
に
お

い
て
金
剛
智
訳
と
一
致
す
る
本
文
に
修
正
︵
治
定
︶
さ
れ
て
い
る
︒
造
曼
荼
羅
法
に
お
い

て
も
︑
次
第
構
成
は
六
巻
本
に
一
致
し
な
が
ら
︑
金
剛
智
訳
に
あ
っ
て
︑
六
巻
本
に
無
い

記
事
を
補
う
樣
子
が
窺
え
る
︒
こ
れ
は
六
巻
本
を
基
本
と
し
な
が
ら
︑
金
剛
智
訳
に
よ
っ

て
修
正
を
加
え
た
結
果
と
い
え
よ
う
︒
決
し
て
金
剛
智
訳
か
ら
六
巻
本
へ
の
変
更
過
程
の

途
中
段
階
と
は
考
え
ら
れ
な
い
︒

全
体
を
厳
密
に
対
照
す
れ
ば
︑
も
っ
と
多
く
の
箇
所
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
︑
い
ま

ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
︑
本
稿
の
結
論
と
し

た
い
︒

即
ち
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
は
︑
四
巻
本
﹃
略
出
念
誦
経
﹄
の
原
典
と
は
異
な
っ
た

梵
語
原
典
か
ら
別
個
に
漢
訳
さ
れ
た
も
の
で
︑
広
い
意
味
で
は
同
本
異
訳
で
あ
る
が
︑
原

典
の
本
文
に
は
相
違
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
そ
の
場
合
﹁
三
摩
耶
﹂
と
﹁
三
摩
地
﹂︑

﹁
密
語
・
真
言
﹂
と
﹁
陀
羅
尼
﹂
と
い
っ
た
用
語
の
相
違
も
原
典
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒

石
山
本
は
︑
完
成
し
た
漢
訳
六
巻
本
と
金
剛
智
訳
四
巻
本
を
対
照
し
な
が
ら
︑
六
巻
本

の
本
文
を
修
正
︵
治
定
︶
し
た
も
の
で
︑
そ
の
修
正
作
業
に
並
行
し
な
が
ら
﹃
金
剛
頂
経
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義
訣
﹄
が
撰
述
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
そ
の
修
正
︵
治
定
︶
作
業
は
︑

恐
ら
く
六
巻
本
の
原
典
を
十
全
で
は
な
い
と
考
え
た
訳
者
が
︑
よ
り
正
し
い
本
文
に
し
よ

う
と
し
た
︵
治
定
し
よ
う
と
し
た
︶
も
の
で
は
無
い
か
と
想
像
す
る
︒
具
体
的
な
根
拠
は
挙

げ
得
な
い
が
︑
用
語
の
相
違
の
問
題
に
し
て
も
︒
百
八
名
讚
の
本
文
に
し
て
も
︑
三
巻
本

や
そ
の
他
の
漢
訳
経
軌
か
ら
み
て
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
修
正
し
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
造
曼
荼
羅
法
に
お
け
る
本
文
の
前
後
の
相
違
も
ま
た
︑
原
典
に

お
け
る
修
法
次
第
・
曼
荼
羅
の
構
成
に
関
す
る
考
え
方
の
相
違
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
︑

そ
れ
は
中
国
に
お
け
る
修
正
作
業
の
過
程
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
無
く
︑
や
は
り
梵
語

原
典
の
時
点
で
存
在
し
た
相
違
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
ま
た
円
仁
本
か
ら
石
山
本
へ
の
修

正
︵
治
定
︶
作
業
自
体
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
石
山

本
第
四
巻
の
本
文
が
︑
金
剛
智
訳
第
四
巻
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
︑
こ
の
部
分
を
完
全
に

金
剛
智
訳
へ
変
更
し
た
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
よ
う
が
︑
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒
六
巻
本
に
は
金
剛
智
訳
に
な
い
品
題
が
付
け
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の

品
題
は
︵
位
置
に
問
題
は
残
る
も
の
の
︶
石
山
本
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
六
巻
本

の
治
定
作
業
が
︑
六
巻
本
の
品
構
成
に
よ
っ
て
金
剛
智
訳
を
分
割
し
︑
そ
こ
か
ら
両
本
を

校
合
し
た
作
業
過
程
を
反
映
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

経
録
に
六
巻
本
﹃
略
出
念
誦
法
﹄
が
著
録
さ
れ
な
い
の
は
︑
こ
の
修
正
︵
治
定
︶
作
業

が
未
完
で
終
わ
っ
た
か
ら
で
は
無
い
か
︒
既
に
空
海
が
﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
上
巻
を
日
本

へ
将
来
し
て
い
る
以
上
︑
六
巻
本
の
訳
出
も
︑
石
山
本
作
成
に
至
る
修
正
︵
治
定
︶
作
業

も
︑
空
海
の
入
唐
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒
と
す
れ
ば
そ
の
漢
訳
・
修
正

︵
治
定
)
・
註
記
︵﹃
金
剛
頂
経
義
訣
﹄
の
作
成
︶
と
い
っ
た
こ
と
が
︑
不
空
に
よ
る
︑
或
い
は

不
空
の
近
く
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒
空
海
の
将
来
し
た
﹃
金
剛
頂

経
義
訣
﹄
が
上
巻
だ
け
で
あ
る
の
も
︑
作
業
の
途
中
で
中
断
さ
れ
て
終
わ
っ
た
可
能
性
を

考
え
さ
せ
る
︒
安
然
の
﹃
八
家
秘
録
﹄
に
お
け
る
﹁
六
巻
を
治
定
し
て
四
巻
に
し
た
﹂
と

す
る
記
事
は
︑
安
然
が
意
図
す
る
よ
う
な
金
剛
智
訳
に
お
け
る
も
の
で
は
無
い
が
︑
円
仁

本
か
ら
石
山
本
へ
の
改
変
を
指
す
可
能
性
が
あ
ろ
う
︒
具
体
的
・
直
接
的
な
証
拠
は
提
示

し
得
な
い
し
︑
多
く
憶
測
と
も
言
う
べ
き
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
︑
現
時
点

で
考
え
得
る
可
能
性
と
し
て
︑
以
上
を
結
論
と
し
て
お
き
た
い
︒

注(�
)

清
田
寂
雲
﹁
金
剛
頂
略
出
念
誦
経
に
つ
い
て
袞
六
巻
本
と
四
巻
本
と
の
比
較
袞
﹂︵﹃
印
仏

研
﹄
第
三
十
巻
一
号
一
九
八
二
年
︶

(�
)

三
崎
良
周
﹁﹃
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
﹄
に
つ
い
て
の
一
考
察
﹂︵﹃
天
台
学
報
﹄
第

二
十
四
号
一
九
八
二
年
︶

(	
)

清
田
寂
雲
校
訂
・
翻
刻
﹁
六
巻
本
﹃
略
出
経
﹄﹂﹃
続
天
台
宗
全
書
﹄
密
教
�
﹁
経
典
註
釈

類
﹂
�

(

)

遠
藤
祐
純
・
苫
米
地
誠
一
﹁﹃
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
﹄
六
巻
本
・
四
巻
本
対
照
研

究
﹂︵
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
刊
﹃
仏
教
文
化
論
集
﹄
第
�
号
︑
一
九
八
八
年
九
月
︶

(�
)

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
金
剛
頂
経
研
究
会
﹃
六
巻
本
﹃
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦

法
﹄
の
研
究
袞
慈
覚
大
師
将
来
本
校
訂
訳
注
篇
﹄︵
ノ
ン
ブ
ル
社
︑
一
九
九
九
年
︶

(�
)

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
金
剛
頂
経
研
究
会
﹃
六
巻
本
﹃
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦

法
﹄
の
研
究
袞
別
本
︵
東
寺
観
智
院
本
・
石
山
寺
本
︶
翻
刻
篇
﹄︵
ノ
ン
ブ
ル
社
︑
二
〇
〇
六

年
︶

(

)

大
村
西
崖
﹃
密
教
発
達
志
﹄
四
五
頁
︵
仏
書
刊
行
会
︑
一
九
一
八
年
︶

(�
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
一
一
一
三
頁
上

(�
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
一
〇
八
九
頁
下

(10
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
一
一
〇
八
頁
上

(11
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
一
一
一
四
頁
中
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(12
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
六
〇
三
頁
中
︑
他

(13
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
七
十
七
巻
七
八
八
頁
中

(14
)

遠
藤
祐
純
﹁﹃
金
剛
頂
経
大
瑜
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
﹄
に
つ
い
て
﹂︵﹃
密
教
文
化
﹄
第

一
六
〇
号
一
九
八
七
年
︶︒
同
﹁
略
出
念
誦
経
袞
四
巻
本
と
六
巻
本
袞
﹂︵﹃
密
教
学
研
究
﹄
第

二
十
一
号
一
九
八
九
年
︶︒
同
﹁
新
出
﹃
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
﹄
六
巻
本
﹂︵
牧
尾
良
海

博
士
喜
寿
記
念
﹃
儒
仏
道
三
教
思
想
論
攷
﹄
山
喜
房
仏
書
林
︑
一
九
九
一
年
︶︒
前
注
︵
�
︶

書
に
再
録
︒

(15
)

『弘
法
大
師
全
集
﹄
第
一
輯
九
三
頁
︒﹃
定
本
弘
法
大
師
全
集
﹄
第
一
巻
二
九
頁

(16
)

『弘
法
大
師
全
集
﹄
第
一
輯
四
七
頁
︒﹃
定
本
弘
法
大
師
全
集
﹄
第
一
巻
一
一
五
頁

(17
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
七
十
七
巻
八
六
五
頁
上

(18
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
一
一
一
六
頁
上

(19
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
七
十
五
巻
九
四
五
頁
中
～
下

(20
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
三
十
九
巻
八
〇
八
頁
中
～
下

(21
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
五
十
五
巻
五
七
一
頁
中

(22
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
三
十
九
巻
八
〇
八
頁
上
～
八
二
一
頁
上

(23
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
十
八
巻
二
二
三
頁
中
～
二
五
三
頁
下

(24
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
十
八
巻
二
一
六
頁
中
～
下
︒
ま
た
十
六
大
菩
薩
出
生
段
は
二
〇
八
頁
中

～
二
一
三
頁
下

(25
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
十
巻
一
九
五
頁
下

(26
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
十
巻
五
六
頁
下

(27
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
十
巻
一
九
八
頁
中

(28
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
十
巻
八
八
頁
上

(29
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
九
巻
三
六
頁
下
～
三
八
頁
中

(30
)

『大
正
蔵
経
﹄
第
一
八
巻
二
一
二
頁
上

(31
)

前
注


遠
藤
祐
純
・
苫
米
地
誠
一
論
文
︒
幷
び
に
前
注
�
書
訳
注
篇
三
〇
一
頁

(32
)

中
野
玄
三
﹃
日
本
の
美
術
﹄
四
三
二
号
﹁
両
界
曼
荼
羅
﹂︵
至
文
堂
二
〇
〇
二
年
五
月
︶

六
四
頁
な
ど
を
参
照
︒
金
剛
界
八
十
一
尊
曼
荼
羅
の
図
像
に
つ
い
て
は
﹁
石
山
寺
版
﹃
金
剛
界

八
十
一
尊
曼
荼
羅
﹄﹃
大
正
蔵
経
﹄﹁
図
像
部
﹂
第
一
巻
別
紙
一
三
︒﹃
叡
山
本
金
剛
界
曼
荼
羅
﹄

﹃
大
正
蔵
経
﹄﹁
図
像
部
﹂
第
二
巻
六
九
三
～
七
〇
六
頁
︒
妙
法
院
版
﹃
金
剛
界
曼
荼
羅
﹄﹃
大

正
蔵
経
﹄﹁
図
像
部
﹂
第
二
巻
別
紙
三
な
ど
︒
遺
品
に
は
根
津
美
術
館
本
︑
兵
庫
・
太
山
寺
本
︑

奈
良
国
立
博
物
館
本
︑
出
光
美
術
館
本
︑
そ
の
他
な
ど
が
知
ら
れ
る
︒
根
津
美
術
館
本
の
写
真

は
﹃
日
本
の
美
術
﹄
や
各
種
展
覧
会
図
録
中
に
掲
載
さ
れ
る
︒

(33
)

遠
藤
祐
純
﹁
略
出
念
誦
経
袞
四
巻
本
と
六
巻
本
袞
﹂︵﹃
密
教
学
研
究
﹄
第
二
十
一
号
一
九

八
九
年
︶︒
前
注
︵
�
︶
書
に
再
録
︒
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